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北構保男氏インタビュー 「先達に聞く」

文字起こし、編集

　猪熊　樹人、城田　貴子

（根室市歴史と自然の資料館）

　北構氏は 2017 年に自身が収集して

こられた考古資料を根室市に寄贈され

た。インタビューの中には根室市内の

考古学研究のあゆみや根室の郷土史に

関わる部分がみられ、重要であること

から、文字起こしを行った。なお、記

録に際し若干の文言整理や注釈をつけ

ている。

　

はじめに

　根室市内に本店を置く大地みらい信

用金庫では、2016 年 5 月 10 日に創立

100 周年を迎えるにあたり、記念事業

を実施してきた。その一環で、根室、

釧路地方の各界で功労のあった方々に

インタビューを行い映像に残す「先達

に聞く」という事業が実施された。

　この事業の中で根室市内で長く考古

学研究に携わられてきた北構保男氏

（1918-2020）のインタビュー収録が

2012 年 4 月 11 日と 8 月 20 日に、大

地みらい信用金庫本店で行われた。イ

ンタビューは北村信人氏（大地みらい

信用金庫相談役）と猪熊樹人（根室市

歴史と自然の資料館）が行い、8 月 20

日の収録分にはオブザーバーとして川

崎一平氏（東海大学海洋学部教授）が

加わった。

インタビューの様子

左：北構保男氏、右：北村信人氏
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北村：どうも今日はありがとうござい

ました。今年は雪がちょっと多くて寒

い日が続いておりますけど、私どもの

金庫がですね、大正 5 年 5 月に創立し

ておりまして、ちょうど来月 5 月 10

日に満 96 年になります。

北構：あぁ、そうでございますか。

北村：あと 4年で百年を迎えますので、

それに向けてですね、地域の大事なも

のをしっかり残して、長く伝えていき

たいと、このように思って、まず最初

に北構先生の考古学の世界のお話を頂

きたいと思います。

北構：これまた恐縮でございまして、

驥
き び

尾にでも付して…。

北村：お願いを申し上げてございます。

北構：今日はまた、お招きいただいて、

かえって恐縮いたします。

北村：学芸員のお話によりますと、わ

たくし素人でございますから、素人か

ら聞いた方がいいんじゃないかという

お話があったんでね。

北構：そうですね、その方がね。中途

半端に知ってるんじゃ、知らない方に、

ね。

北村：先生がいわゆる考古学の世界に

興味を持たれたきっかけ、というとこ

ろからお話をいただきたいと思いま

す。

北構：はい、わかりました。根室とい

うところは、今も北海道でも最も学力

が低い、ということで…。今から 30

年ほど前に、われわれ議会で根室はど

うしてこんなに学力が低いんだ、と

いって頑張ってやって、いくらかよく

なったんですよ。でまた 30 年経って

ひとたび上がり、ひとたびは下がって

きた、というような環境のとこですか

らね、文化と学問とは違うといいなが

ら、根室というところの置かれている

立場というのは、文化ということから

すると、文化はわれわれの生活内容と

いう風にとらえていますけども、高い

生活様式ということからすれば、油断

のできないところなんですね。

● 屯田兵 2代目父親の話

北構：それは私の父なども本当の貧乏

士族で、食うや食わずで、親に連れら

れて明治 19 年に入植するわけですけ

ども、それからの状況なんてものは本

当に惨めなもので、たまたま…

北村：あの、和田に入られたんですね？

北構：えぇ、和田の屯田兵の…
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北村：どこから入られたんですか？

北構：これは加賀です。

北村：加賀百万石、石川県の…

北構：前田家の、下級武士ですね、そ

こから入ってきてますけども。あの頃

の北海道の政策というのは大変だった

し、ことに根室の場合は、「根室でイ

モだとかカボチャできるのか」と言っ

たところが、「いや、できないことも

ありません」と言って、関係者が塀を

作って、その塀の中で作物を作ったん

だそうですよ。で、「できます」とい

う話で。で、来たところが、風が強い、

何もない、森林が鬱蒼としてる、それ

を切ってどうするか、っていうことで

ね、毎日切っては燃やし、切っては燃

やして、根室から見ると和田の方は、

夜になると、火がボォーボォー燃えて

大変なことだったという中で、われわ

れの父は育ってくわけですね。

北村：相当な方々が入植されて…

北構：いやぁ、北海道でも 30 何カ所か、

屯田兵、入ってますけどもね。最も地

の利の悪いところであったということ

で、それから、あの頃のことですから、

兵隊さんの組織というのは、大体官軍

の流れである鹿児島が中心で、和田正

苗というのが隊長で、これなども多分

薩摩の人でね。

猪熊：薩摩ですね。

北構：そういう人で、和田の名前が今

でもついてるわけですよ。入ったわけ

ですけども、大体 10 年ぐらいでもっ

て、屯田兵というものは瓦解してしま

うわけですね。大隊本部が、ここに第

二大隊ですか、というのが設置される

けれども、それは北見に移されるわけ

です。北見に移されたんだから、一同

何百人か揃って北見に移ったかという

とそうでないんですね。事実上生活が

困難になって、その頃、根室の漁業は

悪くなかったですから、労働者として、

農作をやめて、根室の町の労働者とし

て入ってくるわけです。たまたま学の

あるのは学校の先生だとか、巡査だと

か、そういうものに入っていったんで

すね。そんなような中で、うちの父な

ども随分苦労しているわけですけども

ね。

北構：幸いにして、根室実業学校、今

の（根室）高等学校の前身の（根室）

商業学校の更に前、4年制の（学校が）

できましてね、そして待っていて、う

ちの父も、これに入るわけですよ。そ

の頃でも今の高等学校ですから、それ

に入っているものは、また金持ちの子

供達ばかりで、貧乏の子供というのは、

うちの父ぐらいのもんだったそうです
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よ。そんな話ですけど、余分なことで

すけどもね。

北構：そんなことがあって、そのうち

に、うちの祖父と祖母とは離婚するね。

それで澤崎というのが、市会議員に澤

崎くんというのがいますけど、親戚で

はありませんけども同じ名前で、この

名前で屯田兵で来たんですけども、離

婚しますから、そして今の名前の北構

に、祖母は再婚する。そして連れ子と

して、うちの父も北構姓を名乗るよう

になったわけです。ですから、その頃

われわれの学校の在籍生徒の調べの中

には、例えば、北構保男、肩書のとこ

ろにですね、族籍って書いてあるんで

すよ。家族から下は、まぁ僕も平民に

なっていますから、平民とどっちかで、

われわれは士族だと思ってたんですけ

ども、親父が威張ってますからね。

北村：北構そのものの姓は、お母さん

は士族ですか？

北構：これは平民です。北構は平民で

す。それで親父はね「俺はこう見えて

も士族だ」今はそんな話は中では出ま

せんけどね。家族の中では、そういう

話が出ないわけではなかった時代、「父

さん、父さん、族籍って書いてあるか

ら、これ士族って書くのかい？」って

言ったら、「ん～、俺は士族の生まれ

なんだけど、北構姓を名乗ってるから

平民だ」っていうことで、がっかりし

ながら、それを学校に提出した、とい

うようなこともあってね。笑い話です

けどね。

北構：そんな時代の変わっていく状態

の中でしたね。幸いにして父は4年間、

新聞配達をして、教会の書生になって、

そして卒業するわけです。真面目に

やったっていうんで、その頃、実業学

校出てる人は少なかったから、いっぺ

んに就職も決まって、第一銀行、今で

いうと第一銀行って大したもんですけ

どね、その支店があったんですね。そ

こで採用されたんですね。後年引き上

げていって、父は拓殖銀行に移るわけ

ですよ。そんなことで、うちの父は屯

田兵の子供ですけども、銀行マンにな

るんですよね。

● 銀行マンになった父親の話

北構：うちの親父は、貸付の方か為替

かなんかなんですね。ところがですね、

今でもわれわれの親戚の中にいますけ

ども、三代前の有名なその頃の缶詰屋

さんが、倒産するわけですよ。倒産の

前後にですね、倉荷証券の虚偽があっ

たわけですね。実際にモノが入ってな

いのに入ったと、いうようなことで、

それで銀行の中では大騒ぎになって、

責任者はもちろん解職、で、うちの親

父は末端の方にいたんですね。だから、

かわいそうだから室蘭に転勤しろ、と
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いうことだったんですけれども、親父

の話では、母がいるから私は転任しま

せん、と言って、そこで辞めたんです

よ。

北村：それがきっかけになって、根室

の信用組合に入られた、と？

北構：えぇ、町の有識者が、これは私

も知ってるんですが、「今来た人どこ

の人だった」と、今の阿部薬局のとこ

ろに、幸印西川さんという大きなお店

があって「そこのご主人が来たんだ」

と、「何で来たんだ」という話からい

ろいろして「家業は持ってるようだけ

ども、大した大きな商売でもないよう

だから、金融機関で、根室信用組合で

すか、信用組合で人が欲しいというこ

とで頼まれてきたんだ」といって、大

変偉い人に頼まれてね、間違いなく

入ったんですね。

北構：私たちの子供の時には、信用金

庫の建物というのは、大徳寺との下の

角、にあったんでないかと思うんです

けど、何かの写真で見たことがあるん

ですけどもね。そして親父の話では、

須藤さん※ていう、あれは学校の先生

あがりの方かな、何かが創始者であっ

た…ていうんですね。

北村：最初ね。

※
須藤公雄（1868-1923）

1886（明治 19）年に鳥取県から和田屯田兵村（根

室市）に入植。根室監獄署や裁判所で書記を務め、

1916 年に根室町信用購買販売組合を創設。

● アイヌの宝物掘遺跡発掘の話

北構：アイヌの宝物掘り、というね、

趣味があった。

北村：宝物掘り、趣味？

北構：はい、趣味。それはですね、畑

を掘っていると、まぁ、日本中どこ

でもそうですけど、ことにこの辺は、

いろいろな前に住んだ石器時代から、

ずっと新しいものではアイヌ民族の生

活の跡が出てくるわけですよ。そうす

ると、石器だとか土器だとか、そうい

うものですから、これ何だろう、とい

うことになって、まぁ、みんな持ち寄

るわけですね。そのうちには、これア

イヌの宝物っていう名前になってね。

それを集めるというのが一つの趣味の

形になるわけですよ。そういうのが何

人もいるわけですね。

北村：えっ、遺跡を掘る？

北構：えぇ、最初は掘るということは

なかなかあれですから、掘ってるうち

に畑だとかなんかに、貝塚のようなも

のが出てくるわけよ。そうするとおか

しいなといってるうちに石器が出る、
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土器が出て、そしてみんなで持ち寄っ

て、それを好きなやつは今度、貰って

きたりなんかして集める。そういう素

朴なね、資料の集め方でもって始まる

わけですよ。

北村：そんな出たんですね。

北構：出た、そうですね。ことに長尾（又

六）さんあたりの千島と関係がある人

で、千島は狭いところに、みんな家建っ

てますから、そうすると、家が建った

り、学校が建ったりすると、いろんな

ものが出てくるわけですよ。それを子

供さんが送ってきたというかなんかし

て、箱いっぱいになってね。そういう

のがあるわけですよ。それを、ふとし

たことから興味を持つわけですね。

猪熊：先生と縁続きの方で谷内田さん

という資料収集家がいましたが。

北構：あっ、そうそう谷内田さんって

あの、最近まで靴屋さん、いらっしゃっ

たでしょ。あの、亡くなられた二郎さ

ん、ていうのがですね、この方また伊

藤初太郎先生との関係で、このことに

執念を燃やすわけよ。そしてこの方の

発掘したものが、今でも北大の農学部

の博物館、今、あの総合博物館ありま

すけども、あそこの中に入らないでね。

猪熊：はい、植物園の方ですね。

北構：農学部の博物館の中に今でもあ

ります。その中に素晴らしいものがあ

るんですよね。谷内田コレクションは、

もう他になくて結局農学部にあるもの

だけですね。

猪熊：そうですね。私もこの前行って、

見せてもらったけど、なかなか良い資

料が多くあって。

北構：他には出ないぐらいのものがあ

ります。ごく何点かは、私と親戚関係

にあったんで、私のところにあるのが

あります。ほんと 2、3 点ですけど、

いいものありますよ。完全土器だとか、

クジラの彫刻を薄くしたものなど、谷

内田さんからもらったものがありま

す。

猪熊：そうですか、こういった先学が

いらっしゃって。

北構：そうですね。こういう方々がい

らっしゃって、町の、いわゆる市民生

活をしている人達ですからね。その中

で先生の、博物学、伊藤先生だとか、

長尾先生だとか、そういう方がいらっ

しゃって。

● 弁天島の発掘調査

北構：だから弁天島、ここから見えて

る弁天島、弁天島に、どうしてあぁい

う遺物が出ることがわかったかという
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とね、人がいないところには発掘する

わけないんだから、モノは出てこない

わけ。弁天島は明治 5 年に灯台ができ

るわけですよ。で、灯台守というのは、

あぁいうところには一家中でもって必

ず住んで、根室の場合は船を持ってい

て、根室との間に水だとかなんかも運

んで、あそこで暮らしてた。で暮らし

てきたから、青物を買おうとかなんか

という時代じゃないから、小使いさん

に畑をして、あそこで最初の農業をや

るわけです。掘ると物凄いね、一番最

初にね、上の方から貝層が出てくるわ

けですよ。どうもおかしいものが出て

くる、というのが、ここの始まりです。

猪熊さんも、われわれと一緒に調査に

参加していただいたりなんかしてます

から…

猪熊：少し発掘にも混ぜていただいて、

いろいろ勉強させていただきました。

北構：そんなのがまぁ、あちこちにあっ

て、そしてみなさん、それぞれ縄張り

を決めたわけではないから、佐竹（渓

谷）さんという人は子供さんが色丹に

いたりね、色丹の資料を集めるとかね。

それから、伊藤先生はご自身一人でし

たけども、長尾先生の子供さんも、樺

太にいた子供さんがあったりなんかし

て、樺太の資料だとかなんかも集めて

らっしゃるんですよ。

● 北海道考古学の推移

北構：北海道ではね、一番盛んであっ

たのは、やっぱり都市の大きさからし

ても函館ですよ。函館にはブラキスト

ンっていう、有名な人がいて、彼も、

ブラキストンはスチーマ、蒸気船を

持っていて、そして北海道中を鮭だと

か集めて、根室にも来るわけですよ。

で、ブラキストンが一番最初に船で来

て、そして浜中、今の霧多布です。霧

多布へ上がって、そして今の国道を

ずっーと根室まで来る途中でね、彼は

竪穴を見つけた。そしてここに竪穴が

ある、ということをね、彼の記録の中

に出てます。

猪熊：ちょうど浜中から風蓮湖に抜け

ていく経路で。

北構：そうですね。それと弁天島にも

ね、船持ってますから行ったんですね。

そして、何かが出るっていうことを聞

いてたかどうかわからないけども、と

にかく弁天島に行って、弁天島には石

器時代の竪穴があるということを彼は

記録してるんですよ。それを後から明

治 11 年にジョン・ミルンが来た時に、

彼は英国人ですから、根室に来る前に

ブラキストンの話を聞いていて、来る

なり、弁天島を発掘したんですよ。そ

して出てくる、それが後年のオホーツ

ク文化の遺物なんです。
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北村：それは何年？

猪熊：それは明治 11 年でしたかね。

北構：明治 11 年ですね。（明治）10

年にはね、モースが来て大森貝塚を発

掘してますからね。

猪熊：日本で 2 番目に古いお雇い外国

人の発掘事例ということで。

北村：2番目に古い。

北構：えぇ、発掘の記録からすると 2

番目に古い、と。

猪熊：近代考古学といいますか、学問

を目的とした発掘調査で、日本史の教

科書に大森貝塚というのが出てきます

けど、その次に古いのが弁天島遺跡だ

ということです。

北構：そうですね。

● 考古学との出会い

北村：この「捕鯨彫刻図針入」（39 ペー

ジ写真参照）ですが、これ何度も写真

が載ってますけど、これいつ発見した

んですか？

北構：考古学を始めたのが小学校で。

北村：小学校？

北構：長尾先生あたりにくっついてで

すね、行くわけですよ。これを発見し

たのは、高等小学校、今でいう中学校

2年生の時です。2年生ですから13歳。

北村：はぁ、それはどういう、掘った

んですか？

北構：えぇ、その頃までにいろいろ興

味をもって、将来は自然科学をやりた

いと思ったりなんかして、そういう集

まりが、「俺は天文だ」なんていうや

つがあって天体望遠鏡とかね、まぁ、

比較的裕福な人で、僕んとこも理解が

あったからね、僕んとこは顕微鏡を

買ってね。それで顕微鏡でもって、小

さいものなんかを覗いてるわけよ。そ

のうちにだんだん、考古学に興味を

もって。このあたりは商業学校でした

から、僕は商業嫌いだったから、本当

は中学行きたかったんだけどもなかな

か難しい時代でしたから、そのまま商

業学校に入った。

北村：この針入はすごい貴重なもので

すよね。

北構：あぁ、そうですね。そして、そ

の頃になってくると、根室という内部

でもって、そういうお互いにアイヌの

宝物を掘って、「俺、こういうものが

出た」とかなんとか言っている。そこ

へですね、中央の人たちが入ってくる
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わけです。というのは一つは、中学校2、

3 年頃にね、函館の馬場脩という、ド

クター馬場ね、ドクター馬場がね、北

千島の調査へ行ってくるわけですよ。

それからもう一人はね、林欽吾という

ね、これも北千島の調査で、早稲田の

政経出てましたけれども、妙なことに

頭を突っ込んで、来るわけですね。そ

れから学者でもいろんな人が来ますけ

れども、僕の関係のある人は、伊東、

なんて言ったかな、東北大学の教授で

…。

猪熊：伊東信雄先生ですね。

北構：あぁ、信雄さん、伊東信雄先生

がね、根室に来て、僕もお会いしたり

なんかして、歩いたんです。

北構：で後年、そんなことをやってい

るうちに、網走に米村喜男衛さんとい

うですね、床屋さんであって、そして

アイヌの宝物が好きで、そして青森か

ら移住してきてですね、そして初めに

モヨロ貝塚を発見した、という功績な

んですがね。この人がたが道東の、庶

民ですから大学の人ではないけども、

たまたま私は網走に親戚がありまして

ね、そこへ行ったんですよ。そうした

ところ、そこの親戚のおじさんがです

ね、今でもあそこに帽子岩という岩が

馬場 脩（1892-1979）

伊東 信雄（1908-1987）

東北大学史料館 蔵

林　欽吾（1893-1965）

北海道立北方民族博物館 蔵
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ずっと出てますけどね、そこまで案内

してくれて、その途中にモヨロ貝塚と

いう有名な貝塚が、遺跡があるわけで

す。で「保男君、保男君、ここにこれ

貝出てるの、これ貝塚だぞ」て言っ

たら、その時もう僕はわかったわけ。

「あぁ、それ根室にもありますよ」っ

て、弁天島で見てますからね。それか

らね、米村さんっていう人の名前を聞

いて、米村さんに早速、駆け付けるわ

け。そして「あぁ、よく来た、よく来

た」ってなもんでね。

北村：それはいくつ頃ですか ?

北構：え～と、中学校 2 年ぐらいです

から、昭和 7 年頃ですからね。そして

その方が、そんなことやってんのは少

ないから、「若いのによくやる」なん

て、褒めてもらったりしてね。それか

ら時々網走には、おじさんなもんです

から行くと、高松っていう家なんだけ

ども、その家に泊まらないでね、その

床屋の 2階へ泊めてもらって、そして、

遺跡を案内してもらったりなんかし

て。それからずっと中学校の時も、そ

この家に、休みがあると遊びに行って

たわけです。

　で、え～と昭和何年でしょうねぇ、

6 年、10 年、卒業が 11 年ですから、8

年か 9 年ですね。米村さんとこ行くわ

けですよ。それで米村さんところで見

せてもらったり、楽しんだりして、夜

汽車に乗って根室へ帰ってくる。その

時にあの頃の釧網線が、できて間も

ない頃ですから、東釧路で乗り換え

するわけです、根室本線に。でその乗

り換えする時にちょうど夕方で薄暗く

なってましたね。もちろん三等車です

から、薄暗いような電気がついてる

ね。ちょっと気をつけて見たところが、

ちょっとこの横向いの方に一人の学生

らしいのがいて、あごがガッチリした

男でね。で、何かこうやって物書いて

いるんですよ。どうも挙動がわれわれ

と挙動が似てるから、ピンと来たわけ

ね。矯
た

めつ眇
すが

めつして、知らない人で

すからね。何回も行ったり来たりして

て、最後に決心してね、「大変失礼で

すけども、これは考古学なんでしょう

か」って言ったら「そうだ」ってわけ、

「俺は國學院の学生でね、稲生典太郎

で、今は根室へ行くところだ」って言

うんですよ。それに会ったのがそもそ

ものね、深入りをする原因だったわけ

ですよ。

北村：はぁ、そうなんですねぇ。

北構：で、次の日弁天島へ来て、一緒

に発掘するわけですけど、その人が弁

天島を知ってたというのは、この人も

中央の東京にいて、オホーツク文化と

いうものが、昭和 5、6 年の北海道の

展覧会、学会からですね、大きくその

輪ができて、で、やっぱりさすが東京
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で、東京には親方級が何人もいるわけ

ですよ。その下に杉山寿栄男という、

アイヌの土俗品の収集家です。今でも

著書が残ってますけどもね。この方の

家来で、そしてオホーツク文化ってい

うものをやってたわけ。ただし、その

頃オホーツク文化っていうのはね、ま

ず知らない人も多いわけです。日本の

古代文化というのは縄文文化と、今い

ろんなことやってますけども、と弥生

文化ですから、その間に入ってね、考

古学の中に、まだオホーツク文化な

んていうものは、そんなもんあったか

なっていうような、知らない人の方が

多かった。その頃に稲生典太郎さんは

先生がそういう関係だったもんですか

ら、北海道に来てアイヌ民族のこと

も研究してたし、それからオホーツク

文化のことも研究してた、と。で最後

はね、「考古学やるなら國學院に来い、

そして、今始まったオホーツク文化の

研究をやろうじゃないか。」というこ

とになったわけですよ。

北村：あ～、なるほどね。さすがですね。

猪熊：いや、ドラマチックな。

北構：國學院なんてのは、神主じゃな

けりゃ知らないでしょ。

猪熊：そうですね。神道の大学ですか

らね。

國學院大學での一コマ

1939（昭和 14）年デパートの屋上で

根室港に浮かぶ弁天島
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北構：それがね、妙なことから、國學

院に来い、と。あの頃、東大と京大の

他に考古学の講座持ってるというの

は、早稲田ぐらいのもんだったんです。

後から明治だとかなんかできますけど

ね。だから考古学やるっとなれば東大

入るか、どこでも行ってできるわけで

はなかった。そんなこともあったん

で、それなら、ってわけでね。それか

ら本は送ってくれたり、いろいろ親切

な人でね。この人後から中央大学の教

授になって、死ぬんだけどね。優秀な

人でね。根室にも何回も来たし。この

人のおかげで僕は國學院に行ったんで

す。だから、稲生さんとよく飲む機会

もあったし、「稲生先生、僕は稲生先

生に会って幸福だったんでしょうか、

不幸だったんでしょうか。」「君、考古

学なんて不幸、俺に会ったから、不幸

な目に合ってんだ」って冗談を言った

もんですよ。それはいいんだけども、

さぁ、家の中が今度は大変なわけです

よ。うちの親父は銀行マンですから

ね。商科大学か、あの頃地方にあった

高等商業、そういうところに入れて、

まぁまぁ銀行の支店長にでもなってく

れれば、天下取ったつもりでいたんで

しょうけど、それが國學院行くなん

て、國學院なんて大学がそんなもんあ

るか、って話から、しかも文学部の中

で、考古学なんてやったってですね、

仕事のない時代ですから。だから僕ら

最初に國學院に入った時もね、「あぁ、

そうか、貧乏な学問やりに来たんだ

な。」って教授が言ったもんだ（笑）。

北構：そんなようなことでしてね。大

反対だったわけですよ。さぁさぁ、困っ

てしまって、最後は一年だけ大阪商大

だかの試験を京都で受けましたがね、

落ちました。で帰って、来年今度は入

らなきゃならないからっていうんで、

秋になってからですね、予備校に行き

ました。神田の、ちょうどあの、今孫

たちが勤めている傍なんだけど、ニコ

ライ堂の、お茶の水の、傍の予備校に

通っていたんですよね。ところが予備

校はいいんだけれども、来たところが、

稲生典太郎先生から始まって、みんな

考古学関係者ばっかりなんですよ。そ

して、みんな大事にして泊めてくれた

りね。いろんなことしてね。それで「今

日はグループの集まりがあるから行か

ないか」っていうんで、考古学の会に

出るようになったんですよ。で、その

頃ね、あなた知ってるかどうか、まだ

生きてるけどもね。江坂輝弥（2015

年没）っていう慶応の教授。まだ死ん

だって聞かないから、生きてるね。

猪熊：ご健在だと思います。

北構：それから旧石器やってた仙台の

芹沢長介さん。芹沢君だとか、そのほ

かね、ちょうどわれわれと同じぐらい

の中学校出るか出ないかの奴が、青
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年、でない少年考古学隊のようなこと

やってたわけさ。それをね、変わった

ことやってね、とんちんかんで、あち

こち歩くもんだから、「考古ボーイ」っ

て名前がついてたわけよ。「考古ボー

イ」ていうのは、今でも古い人はね、

もう忘れてるだろうけど、そういう名

前だったわけですよ。一つ、面白いグ

ループだったわけさ。あとからそれぞ

れ、慶応の先生になったり、明治の教

授になったり、みんなそういう人ばっ

かりですから。一角の人たちだったわ

け。乙益重隆さんとかもそうだけども

ね。そういうもんの中に入ったわけさ。

僕は地方だからね、東京のボーイとは、

中心人物になったわけでもなんでもな

いけども、そんなようなことで感化さ

れて、もう一回考えるわけさ。親父に

言われて、商科大学に行くことになっ

てんだけども、人生ってのは、やっぱ

り自分で決めるもんだな、と。で、我

が家に帰るわけさ。そして母親にね、

「実はこうだけども、あの～、父さん

に頼んでくれ」って（笑）。

 それがね親父はね、國學院なんてい

うんだら、旅費は送れない、ていう話

で。いや、よくわかるよ。ね、親父の

立場は、この頃わかってきたよ。しか

しね、母親ってのはありがたいもんで

ね。人生真面目にやればいいじゃない

か。じゃ好きな方に行きなさい、といっ

て説得してくれたわけさ、親父を。

猪熊：お母さんの理解が。

北構：だからおかげさまで國學院行け

たのさ（笑）。

● 大学卒業と戦争経験

北村：國學院を卒業されたのは何年で

すか？

北構：そうですね。卒業したのは昭和

11 年の、あ、11 年じゃない 16 年に

卒業してるわけです。それの 15 年の

秋に繰り上げ卒業で、大学の繰り上げ

卒業というのがあって、そして卒業と

同時に兵隊検査。行くやつはもう行っ

ちゃって、僕は痩せてたんですよね、

今でもそうだけども。ですから徴兵官

に「何だお前、電信柱みたいだ」って

言われてね。丙種っていうのをやった

わけさ、あ、丙種じゃない第 3 乙種と

いうのがありましてね。その頃甲乙っ

ていうのがあって、丙種になれば兵隊

行かなくてもいいような体格の持ち主

だったわけですね。それが丙種から繰

り上げて、一番丙種のいいところ、第

3 乙種になったのね。で僕は第 3 乙種

になったんだけども、幸か不幸か、そ

のまま兵隊に行かないで、85 日間兵

営には行きましたけど、応召して、そ

のままになるんだけど、そんなことで

もって、卒業と同時に兵隊という戦争、

昭和 16 年ですからね。なんで、もう、

すぐ同級生では死ぬ奴が出てくるし
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ね。戦争の真っただ中に入るわけです。

それからすると僕なんかはずっと好き

なことやっていたわけですからね、幸

せだと思いますよ。

猪熊：戦争で学問も停滞しますし。

北構：そうですね。

猪熊：戦前にトーサムポロを一緒に掘

られた須見洋さんも兵隊に取られて

行ってという話を伺いました。

北構：そうね。須見君ね、あの人は神

社の子供ですよ、厚岸のね。で神道部

へ入ったんだけども、神道部って神主

さんの。神道部に入るのやだからって

いうんでね、考古学やって、國學院で

すから神社以外の人は大体先生にな

るんだよね。だから中学校の先生なろ

うってわけで、それで僕んところへ来

て一緒に発掘した。（トーサムポロの

遺跡は）彼の記念の出発の土地になる

んだけどね。そんなことで戦争に入っ

ていくわけです。

● 戦前の根室の様子は

北村：戦前の根室ってね、どういう感

じでしたか？

北構：そうですね。

北村：ま、四島が当然ありましたしね。

1940（昭和 15）年　国後島古釜布の発掘調査

1940（昭和 15）年

樺太多来加湖畔の東京帝国大学演習林調査

北構保男、須見洋 1953「北海道根室半島トーサ

ムポロ・オホーツク式遺跡調査報告」上代文化

24 輯、31-48 頁
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北構：そうですね。人口は 2 万、その

年によって違うだろうけど、2 万 5 千

あったかないかわかりませんけどね。

とにかく小さい町でも裕福だった、と

いうことは間違いない。というのはそ

ういう言い方するとあれだけど、経済

史でいう、高利貸資本的な資本力の持

ち主で、そして国後でも、択捉から向

こうは函館の経済地域ですけれども、

色丹までの離島関係ですね、みんな親

方が、子方を持っていて、そして前年

に金を貸して、そして子方は、それで

もって米を買ったりなんかして、船に

積んで持ってると、それでもってって

一冬食べて、次の春から一生懸命に働

いて、で働いたものを金納でなくて大

体はね、親方はね、金で貸すか、米だ

とかなんかで貸して、そして集めるも

のも、ちょうど封建時代の漁師みたい

なもんでね、モノでもって取ったわけ

ですよ。昆布を取る、そして魚を取る。

そしてその売買がですね、極端に言う

と、高利貸資本的ですから、物凄く利

幅の高いものを貸し付けるわけ。そし

て、上がってきたものについては、相

場のこと知らないから島の人たちは、

100 円で売れたもんでも 60 円と言っ

たりね。だからその点は物凄くね、生

産者というのは、海だけじゃないです

よ、山の方だって悲惨だったわけよ。

それが後年の産業組合のね、農業協同

組合と、海の方の水産の協同組合との

組合運動になるわけですよ。

　だから根室信用金庫も、うちの親父

の時には、そういう組合運動の中にさ

らされていた時代があるんですね。で

すから何ていうのかな、よくあの頃は

産業組合の中に、信用金庫の何か「家

の光」なんていう本がございます。あ

れなども一緒に組合員に配達したりな

んかした時代がありますね。それから

病院もやろう、ということで、根室、

桜橋ですから今の弥生町のところに

ね、診療所を組合だけで作ったんでな

くて、共同で作るという計画をして一

時やったことあると思います。その時

来た人の話だとかなんかを、もうその

頃中学校の学生ですから、聞いてまし

たけどもね。医療も併せてやる、なん

か産業組合と信用組合がどっかでもっ

て一致して、両方とでやる、というよ

うな話だったですね。それ実現したか

どうかわかりませんけどもね。

　そんな裕福だったから、町の状況と

いうのは、親方、小さい親方が踏ん張っ

てて、大きい親方は函館だったんです

よ。だから地域からしても、大きな経

済は択捉から向こう、ことに昭和 12、

3 年にですね、サケマスの北洋での漁

業が盛んになって、根室だけでもって

100 隻前後も出漁して、これは物凄い

利権化してね、あとから問題になるん

ですけどもね。儲かるわけですよ。こ

れなどは権利を獲得した人は、昨日ま

での長屋暮らしがね、いっぺんに住宅

を建てて、そして奥さんたちにはいい
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ものを着せて裕福ではあったわけ、

偏ってはいたかもしれないけど。

● 釧路と根室の経済力の違い

北村：釧路はどうだったんですか？そ

の時は釧路？

北構：釧路はですね。釧路のことは僕

は、あまり詳しくありませんけども、

釧路は明治 40 年ですか、あそこまで

鉄道が来ますね。根室までは大正 10

年か。この 15 年間がね、釧路と根室

の経済力の大きな差です。

北村：それと炭鉱とね。

北構：えぇ。それと一つはね、今まで

は船が根室まで直接入ってた。それが

鉄道によって、あそこで遮断されて、

こちらの方が航路の主なところでなく

なった。まぁ、いろんなことが重なっ

てるようですけどね。そのへんで大き

な差ができたわけですね。

北村：15 年間ですか？

北構：そう15年ぐらいですね。だから、

明治 41 年に（石川）啄木が来た時は

釧路で降りて、根室まで残念ながら来

なかったわけ。汽車の線路があればね、

啄木が来たんじゃないかって、よく冗

談で言うこともあるんだけどもね。

北村：やっぱり鉄道なんですね。自動

車は、ほとんどまだね。

北構：そうですね。まだ自動車の時代

じゃないですからね。

● 根室の商店の多さ

猪熊：戦前の根室市街地の地図なんか

見ると、お店屋さんの数というのが、

尋常じゃないですね、ほんと、びっち

り、と。

北構：そうね、何て言うのかな、他の

地方でも、小さい店があるっていうの

があれですけどもね。例えば、食品店

の雑貨屋さん、それから魚屋の多いこ

と、根室になると魚屋がね、一つの町

に何軒もあるわけよ。極端な場合は隣

り同士で魚屋があったりね。

北村：魚屋さんが。

昭和初期の根室市街
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北構：えぇ、そういう魚屋の多いとこ

です。ここは。というのは、小さい店

が多い。ちょうど井戸のあれでないの

かな、庶民生活と馴染む、九尺二間の

長屋に住んでさぁ、そして棒手振りで

ないけども、魚担いでね、それで売っ

て歩く、と。いうようなものが田舎の

暮らしじゃなかったのかな。だから金

かかんないわけですよ。そこ海まで行

くと、船から魚揚がるでしょ。そっか

ら買ってきて、すぐ担いでいって、こ

う売って歩く、と。それでもまぁ、暮

らしができたということでね。だから

根室の物価は髙いと、後から言われる

わけですよ。

北村：お菓子屋さんも多かったって。

北構：あ、お菓子屋も同じです。もの

すごく多かった。

北村：豊かだった。町中の経済が豊か

である、と。

北構：豊かですね。だから菓子屋なん

て、町の中に何軒も、それこそ魚屋と

同じように、隣り同士であったもんで

すよ。

● 造り酒屋も多かった

北村：で、その頃のお酒は「北の勝」

と「いろ媛」？

北構：その頃はそうですね。その頃、

明治の末期にはですね、6 軒ぐらい造

り酒屋があった、って言うんですね。

北村：6軒ぐらいね。

北構：で、私がまだ子供の頃にはです

ね、カネカさんと、碓氷さんと、それ

からうちの家内の兼古とそれともう 1

軒、花咲学校の下にですね、松岡とい

う酒屋さんがありました。それと今の

支庁（根室振興局）の下のところに、

大成酒造というとこがあって、

北村：支庁のその下に。

北構：えぇ、大成酒造といって、これ

が緑町でいえば、

北村：今のポスフール（イオン）の辺

りですね、ポスフール。

北構：そうです、あそこの上です。えぇ、

高いところですけど。ちょうど今の旅

館、何て言ったかな、大野屋さんの後、

の向かいの駐車場のようになってま

す。

北村：海陽亭の向かいですね。

北構：えぇ。あそこに大成酒造という

のがあったのね。これ町のお酒屋さん

たちが、出資してね、できたもので。
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北村：それは飲んだことあるんです

か？

北構：いや、ありませんね、残念ながら。

● 根室のお祭り

北村：お寺、神社、神社は金刀比羅さ

んね。お祭りは当時から、やっぱり賑

やかで、大きかった？

北構：そうですね。あの頃の、やっぱ

りお祭りというのは、今と違って、一

つは単に信仰心のことは別にして、楽

しみがなかったですからね。集中して

そういうものに、熱狂するわけですか

ら、だからもうまったく、町を挙げて

ね。

北村：あー、その頃はね。

北構：何日間というのは、もう楽しみ

であり、要するに郡部からだって、わ

ざわざ見に、千島から来るわけですか

ら。僕もその船にね一回、国後から乗っ

てきたことあるけれども、お祭りだっ

て言うんでね。機帆船を仕立ててね。

わざわざ、お祭り見に行くために、乗っ

て。その中に僕もたまたま行ってたか

ら、それに乗って来る、と。もうお祭

りっていうのは、みんなの楽しみだっ

たんじゃないでしょうかね。

● 根室の盆踊り

北村：お盆の、盆踊りはどうだった？

盆踊りは？

北構：盆踊りはまぁ、われわれはあん

まりあれですけれどもね。

北村：あの独特なもの。

北構：これも同じで、島の盆踊りって

いうのは、僕はよく知ってるんだけど

も、楽しみがないですからね。昆布取

りは、ま、例えば、島では昆布取りが

ですね、朝 3 時ごろになると起きるわ

けですよ。そしてもう仕事するわけ

ですね。そして朝天気いいと、あん時

よくありますけどもね、天気のいい

日だったら、暗くなるまで働いている

わけですね。寝る暇ないんですよ。そ

れでもね、お祭りになるとね、ずっと

向こうの方から盆踊りの太鼓するで

しょ。そうすると「おい、保男ちゃん、

行こう」なんて、俺もそんなとこで踊

るわけじゃないからね。迷惑なんだけ

ど、お客さんだから連れて行ってくれ

るわけさね。その楽しみ方がね、並大

抵の楽しみではないわけですよ。ほん

とに、待ち焦がれて、待ち焦がれて、

そしてわっ、とね。

 根室ってのは、やっぱりそういう傾

向があって、終戦頃までわれわれ根室

にいましたから、根室のことはわかり

ますけども。昔の盆踊りというのは、
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一番最初は桜橋の近所に遊郭ありまし

たから、そしてあそこに警察もあった

し、いろんな中心になる行事、官庁も

ありましたからね。ちょっと高いとこ

ろには遊郭があるわけです。そうする

と、そこへみんな集まって、遊女が踊

る。遊女が踊ったのは、後からも山の

上で見たことありますけどもね。だか

ら全然勢いが違うわけですよ。それを

島から来る、郡部から来る、でね。も

う一斉に来る。沸き立つ、とはあのこ

とだね。あぁいう熱気を一回見てると

ね、この頃の盆踊りなんて、ほんとに

ね、こりゃ何だろう、と思うようなね。

面白味が、熱がないのね。

● お祭りでの喧嘩騒ぎ

北村：そしてあの水産加工場がね、何

ですか、缶詰中心に。相当ありました

んですね。

北構：そうですね。水産加工、海産屋

さんていうのは、あれで、これはまぁ

時々話に出てくるんですけどもね。お

祭りだとか、そういうふうになってく

ると、今、本町筋なんて昔の面影は、

いくらかとどめているかどうか、わか

んないけどもね。

　お祭りになったら、まず本町筋は第

1 区で、芸者は全部総水揚げですから

ね、何日間か。それで山車に乗るのも

芸者だし、それから金棒だって、みん

な芸者ですからね。だからもう、全然

派手さが違うわけですよ。

猪熊：プロがやってるんですね。

北村：うん、プロがね。

北構：それに対してね、今度、日頃か

らね、本町筋にいじめられてね、安い

ものを一段と安く買いたたかれ、そし

てね、高いものを買わされてるって、

その、怨念があるわけさ。気
か た ぎ

質が違い

ますから、それで時々喧嘩が起こるん

ですね。僕も一回喧嘩を見たことある

けどもね。金棒でたたき合うんですか

ら。ケガして運ばれるとかね。そうい

うのがね、何て言うかな、町の中でも、

そういうような経済を基盤にしたね、

お互いの、山の上と下の人とそんなこ

とではないけども、そういうような気

質の差があったようですね。

● オホーツク文化圏の範囲は

北村：縄文、オホーツク文化の話をお

伺いします。オホーツク文化は北海道

独特ですよね。本州にはないんですよ

ね。そうするとオホーツクというと、

稚内、それから下の方ですか、紋別あ

たりですか、その辺からも出てるわけ

ですね。

北構：そうですね。

北村：ずっと南下して、で最後はこの
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弁天島ということになるんですか？

北構：えぇ。さっきお話ししたように

ですね、根室というところは割合に裕

福だ、ということもあって、裕福な人

がやったってわけではないけども、そ

ういう関心を持った、ほんとに、人た

ちが何人かいたんですね。で、この人

たちがですね、さっきお話ししたよう

に、全道的な、根室だけでなくて、釧

路は釧路、函館は函館、函館なんて

古いですけども、小樽も古いし、そう

いうところの人たちが、経済力のある

ところでは大きな組織になってくわ

け。それが全道的になっていくわけで

すね。それから、その頃樺太も、日本

になって、樺太でもですね、妙なもの

が出る、ってことになったわけよ。そ

のアイヌの宝物ではありませんけども

ね、最初は縄文土器のようなもの、石

器のようなのが出てた。日本の古い時

代には、大体 1万年からこちらですね、

縄文という、2、3 日前に大島直行君

ていう人が、書いてたけども、あれは

ちょっと雑でないかな、と思ったけど、

ま、一般的な話ではあれで、縄文とい

うのは現代のアイヌ人の血につながる

と、いうことが書いてある。あれは

ちょっと問題だと思うんだけども、ま、

一般的にはいいでしょうけどね。で、

そういうような縄文の文化と、それか

ら二千年、ちょうど日本の国ができる

前後に大陸から渡ってきた、縄文の人

たちとは違う人間で、違う生活様式を

持ってた、二つの人たちの集まりだと。

そして縄文は日本のほんとの根っこか

らいた古い人たちで、それがアイヌ人

と関係がある。

　それから二千五百年ぐらい前の、大

和朝廷を作ったのは、朝鮮経由で日本

に入ってきた弥生人は、縄文人と違う、

これが本当の日本人の基本をなしてる

大和民族の基ではないか。二つの文化

があるということが言われてきたんで

す。今でも大体は、そういうようなこ

とのようですね。そういう二つの文化

を構えて、一方は縄文土器の研究、山

内清男さんなんてね、大先生がいてさ、

僕らでも弟子ではないけどもね、よく

知ってる人なんだよ。それから弥生

は京都大学が主としてやって、國學院

なんかもその系統なんだよね。本来は

ね。そういう日本の古い時代の文化っ

てのは、二つあった、と。一つはわれ

われの祖先の弥生文化であり、その前

にあった縄文の文化、これはどうもア

イヌ人と関係のある文化らしい、と。

この二つの文化が日本にあって、縄文

の方が古い、と。で縄文のある時期に、

その新しい弥生文化が来て、これが二

つ混ざる、と。混ざったのが大和朝廷

のようなですね、日本人の、現在われ

われが日本人と称している人たちの基

である、と。二つの文化がある、と言

われている。二つの民族がね。

　そこへ、昭和 5、6年でしょうかねぇ。



どうも弥生にも、それから縄文にも関

係のない文化でないかな、というのが

出てくるようになったんです。それは

主として、明治 11 年のジョン・ミル

ンだとかなんかの、ことがあったり、

網走の米村さんとか、大体道東、釧路

からこちら、それから地図でいうと上

の方の稚内、からですね、オホーツク

海岸の方へ向かっての地域で、掘って

いて出てくるものが今までのものと違

う、と。例えば、石で作るものも、定

型的とわれわれ言うんですが、非常に

その、変化のない形の石の鏃だとか、

石で作った斧だとか。その他にですね、

骨で作ったものが出てくる、と。骨を

加工して針のようなもの、こういう曲

がった針だとか、スッとこう伸ばした

槍のようなものだとか、そういうもの

が出てくる。これと一緒に出てくる土

器、焼き物。焼き物も縄文土器と弥生

式土器というようなものとは、一風変

わった、細いソーメンのようなものを

巻き付けたようなものだとか、それか

らポツポツと穴を開けたものだとか、

そういうもので、どうもこれは相対的

に違う文化ではないかな、ということ

が言われかけてきた頃に、さっきお話

した昭和 6 年頃の札幌での大博覧会に

なって、そこへいろんなものが集まっ

た中に、今までだったら 2 種類でしか

ないものが、3 種類のオホーツク文化

というのが、まとめて出てくるわけで

す。その頃は、まだオホーツク文化と

いう名前がないぐらいで。だけども地

域からすると、オホーツク海の周辺に

しかないんで、そのほか樺太、それか

ら千島、だということで自然に、オホー

ツク文化という名前になって、今、学

術語として使われるようになったわけ

ですね。それが、そもそものオホーツ

ク文化の学会に知られるようなった元

なんです。

北村：北方四島から出てないんです

か？国後島とか。

北構：あっ、そう、それはですね。国

後は出ます。私は北千島にも 2 回も

行って発掘してますから、端の端まで

オホーツク文化があります。根室にも

縄文文化があります。北海道は弥生文

化というものはないですから。弥生文

化というのは、主として西日本から日

本の中央部が多いですから。その他に

縄文は全国的に。極端に言うと、沖縄

まで縄文土器というのが出てくるわけ

です。

北村：擦文、てあるんですよね。

北構：いや、これは擦文というのは、

土器の形式としては、模様のつけ方で

すからね。北海道の土器の一番最後の

時に、弥生の、中央のですね、弥生か

ら大和朝廷のいわゆる日本文化になっ

ていくわけですけども、そういうもの
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の土器の作り方、擦文というのは、ハ

ケでもって、擦って文様をつけたって

意味ですから。そういうものが出てき

て、それが日本文化の原始文化のうち

の、最終に当たるとされているわけ。

これは後からオホーツク文化とも関係

があることがわかってきました。

● 北千島漁業

北構：北千島なんてのは、ほんとにね、

明治 26 年に郡司大尉が開拓して、こ

れがある意味で努力したけども、失敗

するわけですけどもね。それっきりわ

ずかに漁師が行って、それも小さい漁

師でなくて、大きな漁師が行って、漁

業の経営をしては損して、ずっと来る

わけですよ。ところが太平洋の沖取

り漁業の代わりに、その魚道を、北千

島でもって遮断するってのが、北千島

の流し網だから。遮断して、あそこで

ですね、北洋で取るものを、あそこで

遮断して、日本でもって漁獲して、そ

れを製品化する、というので北千島漁

業っていうのは、初めて許可になるわ

けです。流し網の船が何百艘かな、さっ

きちょっとお話したけども、百艘ぐら

いは根室から出て行ったんで。

北村：ちょっと、ごめんなさい。それ

は何年頃ですか ?

北構：昭和 10 年前後でしょ。

北村：それは北洋漁業というわけです

ね？

北構：北洋漁業の日魯だとか何かはで

すね、本当の北洋でやってるわけです

よ。その他にですね、ロシアとの関係

の漁業問題が起こってくるわけです

よ。大正 7 年の革命以後ですね。勝手

に日本人は、われわれをだまくらかし

てる、というね。そういう批判が強く

なって、両国の間に漁業協定を結ぶん

だけども、どうもやっぱり日本の狡さ

にはかなわなかった、って、そう書い

てありますからね。ロシアの関係者の

1938（昭和 13）年　北千島占守島の調査

　　　　　　　　（北海道立北方民族博物館蔵）
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話ではですね。それで今までの蟹工船

だとか、それから漁業の大きな船で取

るのを許可しなくなる。それに対応し

て、日本は北千島の流し網というもの

を陸で取るようにした。陸で取ると

いっても沖へちょっと出るんですが、

その船の大半が函館の資本家で、根室

から数百隻も行ってた、というわけで

すね。

北村：函館の資本。

北構：えぇ、資本は大きな日魯、日水

ですから。

北村：富山はどうなんですか？

北構：富山は、その中に入ってますね。

漁業権を持ってる人の中に、根室に住

んでるかもしんないけども、富山県人

が多いですよ。リストありますけども

ね。だから一斉に出るようになって、

北千島行っても、泊まるとこができた

わけですよ。

● 北千島での発掘調査

北構：それで歯科医師でもあった馬場

脩さんが、行くわけですよ。それで漁

場に、顔役ですから函館のね、弁護士

の息子ですから、それで妙なことやる

奴が来たと思われて、歯の痛い奴連れ

てったんで、歯見てもらいながらね。

それで３回行くのかな、で４回と５回、

僕も行くわけです、助手になってね。

その頃にね、北海道大学ではね、児玉

作左衛門さんという面白い名前の人

で、この人は馬場脩と同級生です。市

図書館司書の浅野君。浅野君のお父さ

んってのはね、これ有名な人でね。学

校の校長先生をやるかと思えばね、商

工会議所の専務やったり、重ねて芸者

屋の親方やったり、面白い人なんです

よ。学校の校長先生だからね。僕らは

その時代に生徒だったわけですけども

ね。この人方も同級生で、この東京に

考古学グループがあるように、函館に

もそういうのを好きな人がいる、何人

か子供にいたんだね。そして学校から

帰るとね、みんなでもって、あの辺は

小さい崖があったりなんかしてね、そ

の、棒を持ってってね、下の方に「あぁ、

土器がある」って、こう突っついて、

落ちたのを拾ってくるとかね、そうい

うその、アイヌの宝物の拾い方をして

たんですね。その中の一人の児玉作左

衛門が、後から北大の医学部の教授に

なって、そして解剖学や人骨の頭の、

脳の研究を始めるわけです。そしてド

イツに留学して帰ってきてね、馬場さ

んと同級生ですから、馬場さんが、ド

クター馬場が、さっきお話しした米村

さんが発掘している、網走のモヨロ貝

塚から出た骨、それから馬場さんが北

千島の及川というところの、占守の及

川から出た骨、それから樺太のあっち

こっちから出てる、主に鈴谷貝塚か
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ら出た骨、これを見た時にね、ビック

リしたって言うんだね。これは伝説的

に伝わってるんですけどもね、その人

間の骨をこう、これは大変だって思っ

たって言うんですよ。というのは日本

にいない人の骨を始めて見たってい

う。アイヌの骨は見てるわけです。だ

けどもそれがね、あまりにもエスキ

モーの、アラスカから、あるいはまた

アリューシャンで出る、エスキモーの

骨と同じだって言うんですね。それで

ね、「大変だ、日本には昔エスキモー

がいたんだ。」そしてオホーツク人と

いうものはエスキモーだと、大々的に

宣伝するわけ。で 2 回目には、2 回っ

て僕の行った 2 回目には、岡正雄って

いうね、聞いたことある？最後は明治

大学の先生してたけどもね、岡正雄っ

てドイツに行ってた学者で、民族学者、

この人も僕と一緒に行くわけ。

猪熊：岡正雄先生と大学時代の北構先

生が発掘してる写真がありますが、あ

の写真は非常にいい写真ですね。

北構：そう、そう、そう。あの人たち

が行って、その中心になった児玉先生

は「大変だ」、と「大発見だ」と世界

的には。今までなかった日本の一部に、

エスキモーがいるんだ、ということが、

オホーツク文化にまた火をつけるわけ

よ。

　オホーツク文化はですね、ごく、こ

の 10 年ぐらいに、はっきりしたんで

すけどもね。オホーツク文化が、日本

の古い本の中に、古事記だとか日本書

紀ってのが、ありますね。その日本書

紀の中にですね、欽明天皇の時代に、

佐渡へ粛
あしはせ

慎というですね、全然見たこ

とも聞いたこともない奴が船でもって

やってきた、と。そして帰ることがで

きなくて、そこでしばらくしてるうち

に、食べ物だとかなんかに当たるかな

んかして、みんな死んじまって、骨が

らになった、と。それで「骨がらの崎」

という名前を付けた、という記録がね、

たった一つだけ、これがオホーツク文

化とオホーツク人と関係があるんでは

ないか、と言われているものがあるわ

けです。

　というのは 658 〜 660 年がですね、

斉明天皇という女の天皇だけど、素晴

らしい英傑の天皇さんはですね、日本

の北方討伐に出かけるんですよ。そし

て蝦夷というのは、今日のアイヌ人の

先祖だといわれているんですけども、

その蝦夷の他に、違う人間がいたとい

う記録を残している、これが粛慎とい

う名前で、中国から来た名前ですけど

も、であって、それが佐渡の記録と一

致する、というようなことになって、

ひょっとするとオホーツク文化の人た

ちが、ある時代に本州まで来たんでは

ないだろうか、というのが憶測として

持ってたんです。ところがごく最近に
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なってからですね、ごく最近ってまぁ、

もう 20 年以上前ですけども、下北半

島にオホーツク文化の古い土器が出る

ようになった。それからもう一つは、

あの島は？

猪熊：奥尻島ですか。

北構：奥尻ね。奥尻島にですね、古い

オホーツク式土器が出ていて、しかも

ここではですね、大きな琅
ろうかん

玕の翡
ひ す い

翠の

勾玉が出ているんです。しかも大和朝

廷においても、これは珍重するほどの、

素晴らしい宝石が、遺跡から出たわけ

です。で、その記録の中にはですね、

粛慎と日本の阿倍比羅夫という征夷大

将軍ですね。3 回行ってるんですね。

その中の、名前はちょっと忘れました

けど、舟を指揮する偉い人がですね、

戦死してるんですよ。こういうような

人でなければ、それだけの勾玉を持っ

てるわけがない、というな、それは憶

測ですよ。そういうことを、考古学者

は頭に持ってるもんだから、一層その

奥尻説が有力になって、オホーツク文

化は、単にオホーツク海沿岸だけでは

なくて、ちょっとすると下北半島、そ

れから奥尻、焼尻島からもポツポツ出

てるんですよ。こうやって日本海側を

綴ってみれば、粛慎というのも意外に

オホーツク文化と関係あるんではない

だろうかというのが今日の説ですね。

北村：民族の大移動ですか？

北構：オホーツク文化にはですね、自

分らの作ったもの、骨だとか石だとか

の他に、鉄の道具があるわけですよ。

その鉄の道具の中で最も特色のあるの

が、奈良の正倉院の御物にもある。そ

してそれが大体、正倉院の御物ですか

ら 6 世紀ぐらいから 10 世紀平安朝の

末あたりまで、本州で使われていた

蕨
わらびてとう

手刀があるんですよ。それが、たく

さん出てきた。たくさんというとあれ

ですけどもね、あちこちから出てきて

るわけです。これが本州の文化との関

係があって、時代からしても、お互い

の、戦争するということは敵対するん

だけども、戦争するということが、ま

た文化の接触になるんですね。どこの

場合でも、そういうことになっている

ようですよ。

　だから、こういうことが、本州の古

代とオホーツク人とが物の交換をやっ

たという、貿易をやった一つの証拠

に、今でもされているわけです。だけ

ども交換経済ですから、ただくれるっ

てことはないわけですよ。くれるから

には、なにかあげなきゃなんない。ギ

ブアンドテイクですからね。それは何

がオホーツク人から本州に渡っていっ

た、これは貴重な皮類だろう、となっ

てるわね。

　で、その皮も公家が使う白いオジロ

ワシの尾羽だとか、それから毛皮も安
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物でなくて、オットセイの皮とか、最

高のものはラッコの皮だろうといわれ

ているわけです。そういうものが入っ

ていって、片っぽから鉄の道具が来る、

片っぽから原始的なオホーツク海の生

産物が上がっていくということで、こ

れが結論的には正しいことだと思うん

ですね。

● 戦後の考古学について

猪熊：前回は戦前のお話を伺ったので

すが、今回は、戦後編ということで、

戦後いち早く渡辺仁先生（東京大学名

誉教授）らとともに調査を開始されて

いますが、戦後の考古学調査のお話を

伺います。

北構：渡辺仁さんは昭和 35 年だった

かな。僕らは昭和 37 年から八幡一郎

先生（東京教育大学）が来て一緒に発

掘するわけです。

猪熊：トーサムポロ沼（根室市豊里）

の遺跡などでしたか。

北構：そうですね。戦後いち早く、日

本人というのは立派なもので、戦後な

にがなんでも考古学を再出発させて、

日本の根っこをもう一度確立して、そ

して衰えている戦後の日本を何とかし

て力を与えようと、今のオリンピック

選手と似たような気持ちで始まったわ

けです。昭和22年の登呂遺跡（静岡市）

の発掘が行われ、そうしたものを見て

いましたが、私は札幌農業会にいたわ

けですよ。私自身、八幡先生が引き受

けてくださり、岡正雄先生とも親し

かったわけですが、戦時中、日本の占

領地域が広がるにつれ、いろんな人た

ちが日本の政治との関係ができてくる

ということで民族研究所というものを

文部省に作り、幸い私もその末端に加

わったのですよ。

　そういう経緯もあり八幡先生とはご

縁がありましたが、昭和 20 年終戦の

年に結婚するため、根室に帰ってきた。

八幡先生は東京にいらっしゃって、私

のところで電話がきまして、民族研究

所が彦根の高等商業に移ったので来な

さいと電話があった。東京の霊南坂に

あったアメリカ大使館に民族研究所が

あったわけですが、危ないということ

で彦根に疎開したわけですよ。そのと

き民族研究所の所長が早稲田大学の学

長だった方だが、満州に行くから民族

学研究所に来るよう言ってきた。

　ところが、不幸にして依頼が来た頃

には、僕は 7 月 15 日に根室ですっか

り空襲で丸裸になり結婚しにきたんだ

けれども、結婚もようやく 18 日に両

親だけいる中で結婚したばかりで、着

るものすらなく満州に行くことになっ

て、さあそれで僕も困ってしまった。

長い間待って待ってそして研究所の一

員としてくるようにと言われた。し

かし、着るものも何もない。それから
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親父と相談したんですよ。「いや、俺

はそれでもいきたい」と言ったとこ

ろ、親父は「それはよくわかる。だけ

ど、今のような物もない時代に、しか

も戦争の真っ最中に、これから大陸に

行ってもどうなるかわからないじゃな

いか」ということになって、一応は思

いとどまったわけですよ。堕落したん

ですね、学問の志からするとね。とこ

ろが、八幡先生はお察しになって、お

弟子をつれていくわけですよ。そして

鴨緑江を渡ったところの安東という満

州の大きな都市がある。そこで終戦に

なったわけ。

　それから 2 年間、八幡先生は日本へ

帰ってこれなかったわけですよ。それ

で無事に帰ってこれて、ああ良かった

なということで、僕も東京に行き、本

当に再会を喜んだんですけど、そんな

ことではじまって、八幡先生とは東京

大学から筑波大学の前の東京教育大学

の教授になったわけです。

　こうした八幡先生との付き合いの中

で、根室半島の遺跡調査が実現したわ

けです。最初の調査が昭和 37 年で、

東京教育大学の学生を連れてやってく

るわけですね。それからずーっと何十

年か調査をやってそういう流れができ

た。当時の学生も卒業してすっかり偉

くなり、今でもそうした調査をともに

する関係が続いているわけです。

● 幻の筑波大学出張所誘致計画

北構：この調査はオホーツク文化の調

査というわけではなくて、オホーツク

文化を含め、日本で最東端の遺跡を調

査して基本的な考古学の出発点とした

いということだったんです。これは後

から筑波大学ができてからも、この計

画というものが北方に対する意欲とい

うかそれがありましてね、そして北方

文化研究の拠点をつくることになった

わけ。そして、亡くなりましたけど増

田精一さんという筑波大学の教授が、

実は筑波大学でも予算を取って、東京

教育大学時代からやってきた調査を引

き継いで、そのほかに医学部、農学部、

総合的な筑波大学の出張所というとお

かしいけども、そういうものを作ろう

と思うけれども、根室市は協力してく

れるだろうかということになった。

 早速、私は市会議員をしていた頃で

すから、市長のところに行ってどんな

ものだろうと話したら「それは大変

良いことだから、幸いにして別当賀の

川口に小学校が空いているからあそこ

使ったらどうだ」というだけなんです

よね。それで終わったわけなんですよ。

ところがですね、日にちが経つうちに

天塩町が、筑波大学の出先機関をつ

くってもらいたいといって、向こうに

も関係者に有力な人がいたものですか

らね、それでもって根室の方は、我々

がぼやぼやしているうちに、筑波大学

の研究施設は天塩町にいくことになっ
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た。天塩町の古い役場の立派な建物に、

出先機関を作ったわけです。根室の方

はオシャカになっちゃったわけです。

　その頃の根室市は熱心ではないわけ

です。それがすこしずつ根っこを失っ

ていく原因となってね、今だにこうい

うような状態になっているというの

は、言わしてもらえばその恨みを申し

あげてるわけではないけども、事実そ

ういう問題があったわけよ。もう少

しテコ入れをしていてくれれば、例え

ば向こう（筑波大学）から助手とジー

プを 1 台用意してということになった

ら、もう少し中に入っていって何とし

てもひとつ根室へというようなことま

ではいかなかったんだよ。市長あたり

にもずいぶん言ったんですけど。

　その頃、筑波大学は医学部を設置し

ようとしている頃で、当時の市長に「こ

こ２、３年のことではないけども、将

来医者不足というのがあるのだから、

（大学との提携も）考えなければいけ

ないではないですか」と言ったところ

市長は「そうだな」ということで、賛

成はするんだけれどもそれだけの話な

んだよ。それで結局消えてしまったと

いうこともあったんですね。

猪熊：先見の明というか、先生は現今

の医師不足を見通していたんですね。

● 会社経営の傍ら発掘調査を開始

北構：少しずつ根室の経済も復活を

してくるということで、私も妙なこと

から新聞社をやろうと思って札幌から

根室に帰ってきたのに、新聞までいか

ずに印刷屋を始めました。そんなこと

でもって順調にいったものですから、

多少の経済力ができたものですから、

それで八幡先生が昭和 35 年に知床半

島の東京大学の調査に学生を連れてい

らっしゃるわけですよ。一昨年亡く

なった東京大学の藤本強先生も来て、

この人は面白い人だったけど、この人

たちが最初に来た人たちです。そして、

羅臼でオホーツク文化末期の頃の竪穴

住居跡を３軒ほど掘ってね、その成果

が、トビニタイ文化とよばれている。

 そんなことで八幡先生が昭和 35 年に

羅臼にいらっしゃったから、私はジー

プに乗って、標津経由で羅臼に行きま

して、そして「先生、なんとか根室に

来てください」ということで無理やり

ジープに乗せて、あのとき東洋史の先

生もいて、怪しい僕のジープの後ろに

乗っけて、それで無理やりあちこち

回って歩いて、トーサムポロの竪穴群

だとかチャシ群を見てね、見たことな

いわけですから、あれだけまとまった

ものは。八幡先生はそれでエキゾチッ

クな遺跡の状態に心を打たれ、そして

八幡先生も教授になられていましたか

ら、なんとか予算を作って、根室半島

の調査を始めようじゃないかといっ

て、始まったのが昭和 37 年なわけで

すよ。
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猪熊：写真でみると当時トーサムポロ

沼のあたりは馬車道があるだけで、道

路も家屋も無いですね。

北構：そうですね。今のような状態と

違って道路も家も無い、全く原始的な

風景で、原始の世界に飛び込んだよう

な感じで、ある意味で、その他の先生

も来ましたが、風景に感を打たれたと

いうのがありましたね。それから学生

を連れてきて我々の方は宿泊などの手

配をする、先生は先生の方で予算を

取る。私と両方合わせてなんとか昭和

35 年に調査し、後から国の史跡指定

を受ける西月ヶ岡遺跡（根室市西浜町）

の調査をやるわけです。国指定になる

のも簡単なことではないんですよ。幸

いにして、八幡先生のような中央の文

化財の委員がいたからなんとかなった

んですよ。今の人たちはそれを全然知

らないけども、経過からすると八幡先

生が根室に来たおかげで西月ヶ岡遺跡

は国の指定になったということを言っ

てもだいたいは間違いはないとは思い

ます。

　３年目はものすごく苦労してトーサ

ムポロの古い竪穴を調査した。この

時は増田精一先生のお兄さんが関係

の会社に居たものですから、ヘリコプ

ターをもってきて、そして我々も乗っ

て根室半島の調査を、学生の測量だけ

ではなくて、ヘリコプターで上から

ね、ずーっと飛んでその写真は現在で

も残っていますけど、そのような調査

も行ったわけです。そのような感じで

毎年、八幡先生も来れない年度もあり

ましたが、あとから国分直一先生もい

らっしゃって交代で調査を行って、そ

れが一冊の調査報告書として、第一号

は３回分の調査が「北海道根室の先史

遺跡」（根室市教育委員会、1966 年）

に収められ、そのあとの５、６回分の

調査は「北海道東部地区の遺跡研究」

（筑波大学歴史・人類学系、1980 年）

に収められ、その間、我々も小さな論

文を書いています。

　私自身、子供の頃からオホーツク文

化に魅せられて、学問の世界に入って

いくわけです。私の方はオホーツク文

化研究を行うわけですけども、筑波大

学の方はオホーツク文化だけではな

く、１年目はオホーツク文化の弁天島

遺跡の調査をやり、２年目は西月ヶ岡

遺跡で擦文文化の遺跡を調査し、３

年目は、トーサムポロ沼の遺跡で縄文

時代前期の押型文土器の遺跡を調査し

た。ものすごくあの時は苦労して調査

をして、宿泊するところもなくて、発

掘作業員を集めるのも苦労して、八幡

先生にはよく協力したと思います。

　でも、まあまあそのような感じで調

査を続けていったということですね。

ぼくは、オホーツク文化の研究をやっ

ていましたので、また学生の皆さんが

大学の調査が終わった段階で、また僕

のオホーツク文化の調査に入ってくる
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わけです。幸いにして岩崎卓也先生

（筑波大学）が一生懸命やって下さっ

て、岩崎先生は古墳時代の研究者です

から、時間を割いて根室で調査をして

頂き、本当に気の毒したと思うけども、

私のためというより、根室のためにね

一生懸命やって下さいました。その時

の学生だった方が成長して、定年まで

来て下さっているのが前田潮君（元筑

波大学教授）と山浦清君（立教大学名

誉教授）で、二人とも博士になりまし

たけどもね。根室に来て一緒に最後ま

でやって下さったわけです。最後の調

査、私も、もう弁天島に上陸できなく

なってしまいましたが、思い出に残る

ものでした。

● 外国の研究者との発掘調査

猪熊：根室半島での調査を経て研究者

になる人もいて、研究者を養成する

フィールドのような役割を果たしてい

たと思います。一方、日本人だけでは

なく、旧ソ連の研究者も先生の調査現

場にお見えになり、先生も国際的な調

査を企画されていましたがそのあたり

のお話をお願いします。

北構：ちょっと記憶がはっきりしない

部分もありますが、何しろ今ここでと

りあげているオホーツク文化というも

のは、オホーツクというのが 18 世紀

頃にロシアが作った軍港ですから、そ

の名前をとってオホーツク海という名

前ができているのですからね。オホー

ツク文化というのはいわゆるオホーツ

ク海周辺に広く分布をしているという

ふうなことで、それが一番適切な名前

であるということで、今まできている

んですよ。

　その一番南の端が日本の北海道で、

まとまっては根室で、この頃の研究で

は、もし阿倍比羅夫が来た時の粛慎

がオホーツク人だとすれば、北海道の

南部の奥尻島それから下北半島あるい

は、ひょっとすると日本書紀に出てく

る佐渡へ漂流した粛慎、あれまでがオ

ホーツク人ではないかと考えることが

できるのではないかと思うのですけど

ね。そういうような非常に分布の広い

もので、佐渡がオホーツク人であると

すれば、日本の内部には入っているけ

ども、それでも日本の文化では一番北

の方の地域にですね、しかもポツンポ

1977（昭和 52）年

トーサムポロ湖周辺竪穴群日ソ共同調査

30



ツンと出ている。時々オホーツク文化

は流氷に乗ってくるアザラシなどと

同じようにね、流氷と非常に縁の深

い北の文化だというふうにいわれてき

て、現在はそれが実証されつつあるわ

けですよね。日本の場合は最初、北海

道の考古学者がオホーツク文化に興味

をもったわけです。北海道大学には文

学部が無かったから、研究をしていた

人たちはだいたい理学部とか医学部な

ど、文学部ではない人たちが、単にオ

ホーツク文化だけではなく考古学に関

心を持ったと。そしてオホーツク文化

にも関心を持ち、その代表者が河野広

道さんだったわけですよ。で、彼がオ

ホーツク文化と名前をつけたとされて

いる。それがだいたい昭和6年頃です。

　ところが、一方では本州の方でも、

オホーツク文化というのは非常に興味

を持たれて、東北大学の喜田貞吉先生

だとか、その助手だった伊東信雄先生

などもですね、この調査に乗り出すと

いうわけですね。だけどいずれにして

も、その頃の文学部の予算なんてのは

ね、全く貧弱なものでね。

　いらないことを申し上げますが、金

田一京助先生という、アイヌ文学で文

化勲章を受章した方ですが、それでも

先生が裕福になったのは、その後のこ

とではないでしょうか。石川啄木を助

けたりしていますけどね、ご自身が決

して裕福な人では無かった。自分の食

べる物を割いて啄木を助けるとかね、

あの頃の大学の先生、ことに文学部の

人たちは恵まれない環境にあったわけ

ですよ。それでも一生懸命やって下さ

いましたから。そんなことで、北海道

のオホーツク文化研究も段々進んで

いって、若い良い学者が次から次へと

出てきているわけです。

　オホーツク文化の大体の分布の地域

というのは、日本はごく一部で、長さ

からすると、1,200km ぐらいあります

かね。北千島から南千島まで、これは

全部オホーツク文化が分布してます。

だけども、それよりももっと奥のカム

チャツカ半島の一部、それからオホー

ツク海の方の、オホーツクからずっと

奥の方のマガダンだとかですね、それ

からいろんな、全部の沿岸にはオホー

ツク文化、と、この辺のオホーツク文

化と全く一致してないかもしれないけ

れども、いわゆる流氷の上で遊ぶ海獣

だとか、それからその海の中に生育す

る魚を取って、大体同じ種類のような

生物を生活の基本にしているというの

は同じですから、そのオホーツク文化

というものを、今もう一回基本的に調

べます。というのは日本でも必要性が

説かれていますし、ロシア側もそのこ

とについては関心持っていますね。そ

れから黒竜江というアムール川の周辺

にオホーツクを作り上げた人たちがい

た可能性がある。ウリチという人たち

ですけどもね。という可能性があると

いうこともあって、中国も、このオホー
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ツク文化には関係があるわけです。こ

のことについては菊池俊彦さん（北海

道大学名誉教授）が詳しいわけですけ

どもね。

　そんなことでもって、オホーツク文

化というのは、我々は日本人として

やってるけども、日本人だけでなくて、

ロシアと中国と、それからカムチャツ

カを経由してアリューシャンの方も関

係があるという説が一時、これは北海

道大学の児玉作左衛門先生が、主とし

て頑張っておやりになったわけで、そ

してアメリカの一部も関係があって、

アリューシャンはアメリカですから、

国際的な北の文化だということになっ

ていて、多少のモノの考え方に、重い

軽いはあっても、今でも相対的なオ

ホーツク文化の本質というものに対す

る考えは、各国でもってやらなければ

ならないということなんですね。

　とにかく各国がオホーツク文化とい

うものについて、協力してやろうじゃ

ないか、という姿勢はあるんだけども、

ロシアはロシアでいろいろ忙しいし、

ようやくメシ食えるようになった、と

いいながら、産業の開発だとかで遺跡

を壊したりしていることもあるわけで

すよ。それでも各国の協力でもって、

ロシアは主にサハリン、樺太の大学が

一生懸命やってますでしょ。あの中の

プロコーフィエフ氏（サハリン州立博

物館）は、歯舞群島の志発島生まれな

んですね。そんな学者が出てきたりし

てね。これから国際的な学問の協力が

得られるような状態に、具体的になれ

ば、もっとこの問題というのは進んで

いくだろうと思うんですね。われわれ

がかつてほんとに趣味でもって、あち

こち行って掘り出した、ということで

なくて、せっかくここまで学問が進ん

できたんだから、それが今度は具体的

な、国際的な研究施設でも持ってやっ

ていかなければならないという時期に

入ってきてるんではないだろうか。こ

ういう断片的なことをあちこち申し上

げますけどもね。そういう感じですね。

田舎のことですし、我々も微力ですか

ら、そこまではいかないけれども、で

きるだけ来ていただいて、遺跡を一緒

に掘ったりしてるわけですよね。

猪熊：あの当時、冷戦の時代でしたか

ら、非常に平和的な交流というのが、

根室で学問を通して行われてたという

のがすごく意義が深い。

北構：そうですね。あっ、それで思い

出しましたけどもね。終戦のまだ納沙

布に外国人が立ち入りできないという

時にね、R.S. ヴァシーリエフスキー

氏（ソ連科学アカデミーシベリア支部）

を東京大と早稲田大と北海道大の人た

ちが呼んで、僕があちこちから寄付を

集め、1978 年に現地調査をトーサム

ポロ沼の遺跡でやったんですよ。その

調査だとかなんかも、今となってみる
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と重みがありますけどもね。あれが戦

後ロシア人が納沙布岬に入った第 1 号

だったと思います。まだ納沙布岬に外

国人は正式に入れられない時に「学問

だ」ということで、納沙布岬に行って

ね。ちょうど自衛隊の人たちが来てて

ね、自衛隊とロシア人とが交歓するな

んてね、あの頃じゃ珍しいことだった

んですよ。その時の通訳は加藤九祚さ

ん（国立民族学博物館名誉教授）が来

て、通訳をしてくれました。

● オホーツク人のイメージは？

猪熊：、70 年代、80 年代とオホーツ

ク文化というのが、随分発掘もされて

きて、学問も進んでいきまして、90

年代、2000 年になっても、ずっと先生、

弁天島を中心に調査されております

が、根室に住んでいたオホーツク人の

生活のイメージをお聞かせください。

北構：そうですね。具体的にはあまり、

理論的にはあれですけどね。私は根室

生まれで、93 歳になる。その間、東

京にいたこともちょっとある、結構長

くいましたけども。我が家でもっての

食生活とですね、今、93 歳になって、

最近の子供たち孫たちの食生活、われ

われも当然それを供給されるわけです

けど、随分違うんですよね。我々の子

供の時っていうのは、やっぱり根室は

お魚が取れますから、カレイがあがる

時はカレイを食べる、時期になるとア

キアジを食べて、カニをまた楽しんで

食べるとかね。そういうなことですか

らね、それにアサリだとかホッキだと

か、今はみんな剥いたものを食うけど

も、ホタテから始まってね、そのまま

貰ったり買ったりする場合が多いわけ

ですよ。そうするとそれを食べると、

鍋の中にも貝殻が入ってるし、それを

捨てたのは家の外に、最終的にはそれ

を持っていくにしても、一時はその辺

にあって、時々ね、あぁ、これは根室

というのは、やっぱりね、オホーツク

人と同じような生活をしてるんだ、っ

て僕はよく言ったもんですよ。そうい

う実感があるわけですよ。同じものが

貝塚から出るものとね、我が家の作る

貝塚とは一致したものが出てくるわけ

だから。それでカジカの味噌汁だとか

ね、なんかこの頃、あまりカジカって

いうのは手に入らなくなりましたが

ね。それからニシンだとかなんかでも
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いろんなもん出てくる。今はめったに

見れないようだけども、それこそトッ

カリが顔を出していたりなんかする。

それから、こちらの方の半島行くと、

クジラが上がって、というふうな噂が

あって、マッコウクジラが上がった

の、こんな大きな牙の歯があるからっ

ていうんで、僕にくれたりね。それか

らシカが、我々が根室で生活するよう

になってから、あまりいなくなったの

ね。「シカが昔いたんだけども、さっ

ぱりこの頃シカを見る機会がなくなっ

た」と、いうような話をトーサムポロ

の古い人達が言ってたわけよ。さて、

それが掘るとね、シカの骨が、わんさ

と、弁天島から始まってね、極端に言

うと山のように、シカの角も出てくる

し、シカの骨も出てくる、それからク

ジラも出てくる、というようなことで

ね。ちょうど我々が、シカだとかは、

あんまりその頃は、生で食べることは

なかっただろうけども、食用に供する

ものは共通のものが随分あるわけです

よね。だから我々も、オホーツク人の

片割れ、というふうな感じになるわけ

だけども。

　それで、あちこち飛びますけども、

オホーツク人ていうのはどういう人間

なんだろう、ということでもって、未

だにアイヌ、古いアイヌ、抽象的です

けども、加藤晋平さん（筑波大学）あ

たりは、古い型のアイヌ人と関係ある

んじゃないか、ということを言ってい

ますね。それからさっきお話ししたよ

うな北大の児玉作左衛門さんは、オ

ホーツク人というのは全く、アリュー

シャン、エスキモーは同じ系統のア

リュート型というわけですから、その

アリュートと全くよく似ている、と。

いうことで一時、オホーツク人という

のはアリューシャンから、こちらの方

に渡ってきたんではないだろうか、い

うようなことなんだけど、この頃の結

論は、琉球大学にいる石田肇さん、こ

の方、一生懸命やった方ですから、自

分としては、残念ながらデータを取れ

ないから、結論的に言うことはできな

いけど、自分は、オホーツク海の中で

も、黒竜江（アムール川）の下流域

にいるウリチという人間に一番似てい

る、と。これは間違いなくオホーツク

人というのはウリチではないだろう

か、ということなんですよね。だけど、

そのデータの完全なものをね、たくさ

んの標本でもって、結論づけるわけに

いかない、というのが現状だ、という

のを何年か前に、そうおっしゃってま

したね。今でも変わらないんじゃない

だろうかな？

北村：穀物は食べてないの？穀物？

北構：あっ、オホーツク人はですね、

一番寒いところに分布していますか

ら、自分で作るということはなかった

ようですね。ですけれどもオホーツク
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人の竪穴、住んだところからは、たま

たま穀類が出てくるんですよ。網走の

二ツ岩の遺跡だとかなんかですよね、

これは麦の一種がカーボン化したもの

が出てきますね。そういうことで自分

は作らないけれども、交易をして、やっ

ぱり穀類というものは主要な食べ物に

なってる、というようなことになって

るようですね。人間というのは、戦争

やって、殺したり殺されたりしても、

ちょとしてると女性と男性とはくっつ

くし、それからそこにあるものは持っ

ていくものはあるし、持ってくるもの

はあるし、そのようなことでもって、

文化の交流というものは意外に激しい

もんだろう、と。われわれはそう思っ

てるわけです。私が言うだけでなく

て、みなさんそういう説なもんですか

らね、そういうもんでもって、交流が

意外に行われていたんではないだろう

か。

北村：言葉、文字の文化はあったんで

すか？

北構：文字はやっぱり、アイヌ人でも

文字持ってませんからね。ですからア

イヌ人と、日本の古代のエミシといわ

れてる東北地方の住民とが、直接、ア

イヌ人がエミシである、とは言われな

いにしても、文字はやっぱり、エミシ

も持ってないわけですよ。エミシのこ

と書いてるのは、みんな日本側の記録

だけであって、エミシ側の記録という

のはないですから、だから残念ながら、

そういうものの記録、記号はあるけれ

ども、それを思想的に綴っていくとい

う文字は、どうも今のところない、ね。

アイヌ人なんて、いくらか文字は入っ

てもいいはずなんですけど、入ってな

いもんね。

猪熊：無文字時代のコミュニケーショ

ンの仕方っていうのは、非常に気に

なっていて、例えば、この辺りの道東

アイヌっていうのは、ロシア人と毛皮

のやり取りをやってますけども、どう

やって言語を超えて、商取引をやって

たのかなっていう…。

北構：結構あれなんじゃないかな、日

本人、われわれなんてのは外国語って

のは全く慣れないけどもね、なかなか

馴染まないけども、原始人は意外に、

原始人だけでなくて、必要に応じてね、

アイヌ人でもロシア人と会話する人が

いましたしね、で日本人が行くと、日

本人とロシア人の間を慣れたアイヌ人

の通訳がやったりね。

　ほんとに困ったり、なんかしなけれ

ばならない時になってくると、身振り、

手振り、というものがね、案外、通じ

るんでないだろうかね。そうでなけ

りゃ、先史時代の交流ってのは、ない

はずなんだけどね、意外にあるわけで

しょ。
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北村：モンゴルの方にある遊牧民、遊

牧、ゲルを使ってね、そういう生活で

はないんですかね？

北構：オホーツク人は動物を飼うとい

うことがあるとすれば、イヌを飼って

ました。

北村：イヌを？

北構：ですから弁天島からも、イヌは

たくさん出ます。それからもう一つは、

オホーツク人というのは、主要な生活

形態というのは、大陸にあって、それ

がこちらの方まで、進出してきた。と

いうことからすれば、一番この辺から

見て北の方、例えば稚内だとか利尻、

礼文だとか、樺太の一部だとかにはで

すね、動物、カラフトブタ。ブタを飼っ

ていた。だけどもだんだん道東に来る

にしたがって、ブタのエサがなくなる

というようなことで、ブタはやめて、

そしてイヌだけにしたとか、そういう

ことが言われてるわけです。

川崎：ニワトリはどうですか？

北構：ニワトリは、ないようですね、

今のところね。イヌはたくさんありま

すけどもね、僕は遺跡からネコの骨を

稚内で発掘したことある、これは後か

ら入ったもので、直良信夫先生ってい

う早稲田の人が見てくれて、ネコはど

うもないようですね。イヌはもう食べ

てましたから。だから北方民族ってい

うのは今でもその名残りでしょうけど

も、犬橇を引っ張って、カムチャツカ

辺りで、そして困ればそれを食って、

やってるわけですよ。それと同じよう

な生活形態、オホーツク人の場合は、

魚が主体ですけども、必要に応じてイ

ヌも食べてたということがこの頃はっ

きりしてるんですね。

川崎：太平洋は 3,500 年前にアジアか

ら人が動いてんです。でやはりブタと

イヌとニワトリ、連れてってます。

北構：あっ、ニワトリもですか。あぁ、

そうですか。

川崎：3 つ、でも島によっては 2 つし
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かないとこもあるんですけどね。3 つ

揃ってるところもあるんですけれど

も、そのうちの 3 つの中の 2 つをバ

リエーションで、連れて行ってるんで

すね。彼らもやっぱり魚食います。そ

の辺、南と北に人類移動っていうのが

あった可能性がありますね。

北構：そうですね。

猪熊：弁天島の発掘だとトリというと、

アホウドリの問題というか…

北構：えぇ、アホウドリの、今ではこっ

ちの方で見られるかどうか知らないけ

ど、アホウドリの骨がいくらか出るん

ですよね。大型の鳥ですから、一匹取

れば、ずいぶん食べがいがあったんで

ないかな。

猪熊：肉も毛皮も骨も使えるというこ

とで、アホウドリは非常に大量に出て

て。だから今、近寄らない鳥も、当時

は近寄ってたっていうのがわかります

し。

北村：気象条件？

猪熊：そうですね。環境が、ちょっと

暖かかったんでしょうかね。

北構：オホーツク文化というのは、大

体数百年続いたっていうんですけど

も、右代啓視君（北海道博物館）あた

りの説によると、暖かい時期があった

んですね。何回かあって、その中の一

回目は、あれ何だったろう、ハマグリっ

てね、多来加の遺跡から出てるという

ようなことね。あれはもう暖流帯でな

きゃないもんですからね。

北村：交流する上で移動は舟だったの

か。例えば冬であればね、流氷が、相

当厚めの流氷がたくさんあって、しか

も長い期間がね、そうすると流氷から

渡って交流したとかね、ありますよね。

北構：そうですね。今たまたま交通の

お話がありましたけどもね。例えばオ

ホーツク人というのは、とにかく海を

またいでカムチャツカへ行く、もちろ

ん千島列島を一つ一つ、丹念に伝わっ

てくるんでしょうからね、そんな大洋

を航海するっていうことでないにして

も、長距離の航海やるわけですよ。そ

れじゃ、どんな船に乗ったか、ていう

問題があるわけですね。これがまたわ

からないんですよ。私たちはアイヌ人

と同じような簡単な船で、丸木舟を。

川崎：刳舟ですね。

北構：一つの大木を 3 分の 1 ぐらい上

を剝いで、それを筒のようにずっとし

て、そしてその両側に舷側をつけるわ

けですよ、丸木舟のね。そうしたら簡
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単な構造船を作ってやったんだろうと

いうんですけど。未だに、もうすでに

亡くなってるけど、川舟でないだろう

か、ということを考えてらっしゃる方

もあったんですね。直良先生など川舟

説だったからね。

　舟の格好したものは、関連して申し

上げると、土で作った、カップくらい

の舟形の土製品は 10 個以上出てるん

ですよ。根室の弁天島でも壊れてます

けどもね、出てるんですよ。だけども

その他にですね、いろんな木の、燃え

残りのもので舟のような恰好をして出

てるものがあっても、舟ということよ

りも食器、と考えた方が妥当だという

なことになってね。その小さいものは、

舟の格好はしてるけども、果たしてこ

ういうものを作ったかどうかというこ

とについては、まだ決定的な学会の承

認を得てない、というなものもあるん

です。オホーツク人ですから舟が大事

な問題ですけども、そういうことはま

だわかってないというね、意外なとこ

ろに、残り物があるんだなぁ。

猪熊：水産都市の根室の基層文化とま

ではいかないですけども、オホーツク

文化はある程度、今の産業構造と似て

る部分があります。

北構：食物ということからすればね、

さっきお話ししたように、我々の子供

の時なんてのは、今と食生活が違うか

ら、あの頃の生活というのは、ここか

ら取れたものを、漁師が持ってきて、

魚屋が売って、買ってすぐおつゆにし

たり焼いたりして食べますから、全く

似てるんだよ。

猪熊：同じですね。そういう意味では、

郷土史の一番根っこの部分、産業構造

の一番根っこの部分を調査されて何十

年というような感じで、かなりたくさ

んの成果を出されている、ということ

になりますね。

北構：いやしかし、なかなかわかんな

いもんですね。学問というのはね。結

論をつける、ということは最も躊躇さ

れる、未だに邪馬台国がね、今でもこ

の頃載ってるでしょ、いろんな本出し

てね、邪馬台国についての疑問だとか。

川崎：国なき時代の古代人の方が、今

でいう国境を越えて、遥かに移動もし、

人と人と結びついている。

北構：そうですね。国境のない時代で

すからね。国境のないというのは、全

くいろんな民族同士の争いとか、いろ

んなことあったろうけど、国境がない

という世界というものは、我々ちょっ

とわかんないわけですよね。だから平

和でよかったのか、我々は文明を何し

ながら、拘束されてね、妙な生活をし

てるのか、そういうこと考えられます。
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北村：いわゆる集落だけで、政治みた

いな、地域を統制するような、そうい

う民族ではないのね。

北構：そうですね。オホーツク人自身

は、一つの集落を作っていて、弁天島

であれば、一つの時代には、おそらく

二つか三つの竪穴を掘って、そこにで

すね、意外にたくさんの 40 坪もある

ような建物あるわけですから。40 坪。

川崎：大きいですねぇ。

北構：40 坪っていったら、今でも大

変な大きなもんですよ。だけど倉庫も

いろんなものあって、大きな炉もある。

だけども 20 人や 25 人はですね、生活

できたろう、と。その竪穴が二つあれ

ば、ある一つの時代、40 ～ 50 人の人

たちがいた、と。オホーツク人の場合

は船持ってますから、その船がどうい

う船かは別にしまして、弁天島のよ

うなとこでは水も満足にないわけです

よ。真水もないとこなんですよね。

　だからそういう生活の中でね、やは

り陸地と離れたところに生活するとい

うのは、それは政治的な何かがあった

から、自分たちは向こう（弁天島）へ

行ったんで、他の人たちとこちらの方

の擦文人と一緒になってないわけだか

ら、擦文人は擦文人で、別な竪穴の格

好でね、別な住居に住んでる。向こう

は向こうでもって1所帯、2所帯集まっ

てね。それはもう、オホーツク人の場

合は船を持っていて、あの辺に船を上

げていて、危ないとなったら、犬から

何から、後から来た千島アイヌのよう

にね、全部乗っけて、ざぁっ、とこう

出て行ったと思うんですよ。そういう

こともあったと思うんですね。

　だけど、そんな不安定な生活だけ

だったら、人間は生きていかれないか

らね。やっぱり安定した時代というの

もあって、それからまた騒がしい民族

同士の争いだとかがあって、それには

それを克服するような対応の仕方をし

たんでないのかね。

弁天島貝塚竪穴群のオホーツク文化竪穴住居跡
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捕鯨彫刻図針入

北構氏が 13 歳の頃発掘した、舟と捕鯨シーン

が線刻された針入（長さ 7.8cm）



北村：平均寿命はわかるんですか？平

均寿命、年齢？

北構：年齢はわかりませんね。だけど、

だんだんわかってくるんでないでしょ

うか。というのはですね、日本の石器

時代人というのは、もうだいぶ前の話

ですけど、40（歳）まで生きるってい

う人は少ないんですよね。病人が、カ

リエスになったりなんかして、湿気の

多い竪穴の中に住んでたから、カリエ

スになったりなんかする、と。言って

も、とにかく 40 までなんてこと考え

られないわけですから、みんな若くて

25、26 かそのぐらいでもって、働いて、

事故にもあうだろうし、そして食糧難

にもあうだろうし、そうするとやっぱ

り長生きしないでいくんでないです

か。我々の祖先、みんなそういうよう

でしたからね。だから今の時代、そう

いう点からすると、全く幸せな時代に

なってきているんだけども、爆弾落と

されて、いっぺんに 10 何万人も死な

なきゃなんない、ていうなこともある

し、何がどうなんですかね。

北村：やっぱり男社会だったんでしょ

うね？女社会？

北構：男ですか？意外に女の出番が多

かったんでないですか。というのは男

だけでは、人間の生活ってのは暮らし

ていけなかったんでないでしょうか

ね。やっぱり何としても夫婦一族協力

して、子供だって立ち上がると同時に

食べ物その辺から探してね、海岸行っ

て何か取ってくるとか、そういうよう

なことだったと思いますね。だから意

外に女性というのは、力があったんで

ないだろうかな。それがかえって、封

建時代になってから、女性が弱くなっ

ていくということがあったんじゃない

でしょうかね。

北村：本当に、2 回にわたりまして、

ありがとうございました。

北構：どうも、大変散漫なことを申し

上げました。

北村：いいえ、本当にご高齢といえで

すね、若々しくて、特にお話し内容は

もっと若くてですね、はっきりおっ

しゃっていただいて、記録に残るな、

と思いました。本当に有り難く、お礼

を申し上げたいと思います。

北村・川崎・猪熊：ありがとうござい

ました。

北構：どうもかえって、失礼いたしま

した。ありがとうございました。
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根室市指定天然記念物 「歯舞湿原」 の紹介

外山　雅大

（根室市歴史と自然の資料館）

はじめに

　歯舞湿原は、環境省が選定する『生

物多様性保全の観点から重要な湿地』

に選ばれている根室半島湿原群の一つ

で、高層湿原を中心とした市街地以東

の根室半島では最大の湿原です。これ

までの研究で地史、生物地理学、生物

多様性保全上重要な場所であることな

どが明らかになっています。

　しかし、近年、周辺の開発等が進み、

調査研究を進めている研究者、自然を

愛好する市民などから、学術的に重要

かつ根室市独特の自然景観であり、多

くの希少生物が生息する歯舞湿原をな

んとか未来へ残していけないだろうか

という声があがりました。

　そこで、根室市教育委員会では令和

5 年 2 月に歯舞地区にある 263.1ha を

根室市指定天然記念物に指定し、保全

を図っていくこととなりました（図１,

写真１）。ここでは歯舞湿原の持つ学

術的価値や私たちの暮らしとの関わり

について紹介していきます。

1 万年以上独特な気候で維持

　釧路湿原をはじめとした根釧地域の

低地湿原は、地球が温暖で海水面が上

昇していた縄文海進（7,000 ～ 5,000

年前）以後、再び海水面が低くなった、

海退の時期より形成が開始されたこと

がわかっています。

　一方、根室半島の台地上にある湿原

は海水面の上昇・下降の影響を受けず、
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図 1　歯舞湿原の位置

写真 1　歯舞湿原遠景



ルウェーなど低温で降雨量の多い地域

でみられ、現在、国内の低地でブラン

ケット型泥炭地が確認されているのは

歯舞地区の湿原のみとなっています

（近藤他 2020）。これも霧が多く、水

分が供給され、ミズゴケが繁茂する根

室独特の気候が作り上げたものだと言

えます。

生物地理学、生物多様性保全上の価値

　歯舞湿原は低地にありながらクロマ

メノキ、タカネナナカマドなど、本州

や北海道の他地域では高い山に生育す

る植物が多くみられます。また、国内

では大雪山高根ヶ原、猿払川湿原、知

床羅臼湖など非常に限られた地域にの

み隔離分布するムセンスゲや、大雪山、

日高山脈、西別岳など高い山にしか
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表 1　根釧地域の湿原の形成開始年代

図２.一般的な低地湿原とブランケット型泥炭地の比較

　　（北海道大学冨士田教授研究チーム作成図をもとに改変し作成）

一般的な低地湿原 ブランケット型泥炭地

完新世前後（1 万年以上前）の暖流の

北上に伴って発生した夏季の霧とそれ

が引き起こした低温などの特殊条件の

影響を受け形成が開始されました。歯

舞湿原は約 1 万 2 千年前に形成が開始

されており、落石岬、ユルリ島の湿原

とともに北海道内で最も古い歴史を持

つ湿原の一つなのです (表 1参照 )。

国内唯一のブランケット型泥炭地

　大半の湿原が水のたまりやすい平坦

な土地にできるのに対して、歯舞湿原

は台地上の緩やかな傾斜の上を泥炭が

覆い形成されています。基盤地形の起

伏を泥炭がブランケット（毛布）をか

けたように覆う、歯舞湿原のような場

所はブランケット型泥炭地と呼ばれて

います（図２）。スコットランド・ノ

湿原名 標高 形成開始年代 立　地

歯舞湿原 約 33m 約 12,000 年前 中期更新世の海岸段丘

落石岬湿原 約 49m 約 14,000 年前 中期更新世の海岸段丘

ユルリ島湿原 約 40m 約 13,500 年前 中期更新世の海岸段丘

風蓮川湿原（支流） 約 7m 約 5,000 年前 沖積平野

釧路湿原 約 8.5m 約 5,000 年前 沖積平野



生息しない高山蝶、カラフトルリシジ

ミなど、氷河期の遺存種
※
の生息が確

認されており生物地理学的にも重要な

場所となっています（写真２）。

　北海道大学等の研究チームが行った

調査によると、歯舞湿原では維管束植

物 48 科 163 種が記録され、環境省レッ

ドリストに記載される種が 20 種、そ

の内、湿原性の絶滅危惧種は 16 種で

ラムサール条約湿地に匹敵します（北

海道大学・冨士田、井上教授提供資料

より）。歯舞湿原は面積も大きく、多

様な湿原環境が発達、かつ良好な状態

で保存されています。
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写真２　歯舞湿原でみられる生物

※

寒冷な氷河期には広い地域に分布していたが、

気候が暖かくなった現在は生息環境が高山など

に限られ、取り残されたように分布・生息する

種を『氷河期の遺存種』といいます。

歯舞湿原の持つ生態系サービス

　私たちの暮らしは食料や水の供給、

気候の安定など、生物多様性を基盤と

する生態系から得られる恵みによって

支えられており、これらの恵みを「生

態系サービス」といいます。

　湿原は CO2 の吸収、水量の調整、水

質の浄化、観光資源としてなど、私た

ちにとって有用な多くの役割を果たし

ており、中でも際立つのは炭素の蓄積

環境省レッドリストにおいて NT は準絶滅危惧種、VU は絶滅危惧Ⅱ類、EN は絶滅危惧ⅠB類



です。森林などでは CO2 を吸収します

が、植物が枯死すると分解される際に

炭素となり、それが CO2 となって大気

中に放出されます。しかし、湿原、特

に高層湿原は植物遺体が分解されず、

泥炭として炭素が蓄積されます。歯舞

湿原をはじめとした、根室半島の台地

上にある高層湿原は形成が開始されて

から 1万年以上も炭素を固定、蓄積し、

大気中への CO2 の排出を抑制する役割

を果たし続けています。このような、

気候変動を抑制するような生態系サー

ビスは“気候調整サービス”と呼ばれ

ます。

　一方、湿原が開発されると、蓄積さ

れた炭素が大気中に放出されてしま

い、仮に北半球にある高層湿原に蓄

積された CO2 が大気中に放出された場

合、温室効果ガスの量が現在の 2 倍に

なるという試算もあります。歯舞湿原

をはじめとした湿原を保全することは

温室効果ガスの抑制、地球温暖化対策

としても大きな役割を果たします。

まとめ

　根室では身近な存在である湿原。見

た目はただの原っぱかもしれません

が、根室独特な気候に育まれ、氷河期

の遺存種をはじめ、多くの生物が暮ら

す場所であり、地球温暖化対策にも一

役買ってくれています。歯舞湿原は根

室市指定天然記念物に指定され、今年

６月には歯舞学園の６年生と一緒に、

湿原の植物を観察し、その成り立ちを

学ぶ出前授業を実施しました。

　2030 年には野付風蓮道立自然公園

を拡張し、国定公園にする計画が進ん

でいます。湿原をフィールドに学習す

ることを通して地域の子供たちに根室

の自然環境とそこに暮らす生物の面白

さ、素晴らしさを伝えていければと考

えています。

謝 辞

　北海道大学大学院農学研究院の冨士

田裕子先生、井上京先生におかれまし

ては湿原の保存についてご指導賜りま

した。記して感謝申し上げます。
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令和４年度の埋蔵文化財調査

調査日 包蔵地番号・名 協議地地番 面積

（㎡）

協議者 工事概要 結果

令和4年

5月17〜18日

N-01-43別当賀川

口1竪穴群

川口1－1地先、2

－2地先、2－3地

先、91－1地先、

91－2地先

1,165.4 釧路開発建設部 道路工事 土器片4点（縄文

後）、黒曜石フレイ

ク1点、叩き石1点、

礫4点

5月31日 N-01-291駒場町遺

跡隣接地

牧の内147－1 214,500 (公財)北海道農業公社 草地改良 遺構・遺物なし

6月7日、

8月31日

N-01-1トーサムポ

ロ湖周辺竪穴群

豊里124－13

～145－2

16 東日本電信電話(株) 電柱建替 遺構・遺物なし

8月 5日 N-01-88カイカラ

コタン1竪穴群

初田牛

368-1

20,059 北海道根室振興局長 草地改良 遺構・遺物なし

8月 5日 N-01-89カイカラ

コタン2竪穴群

初田牛

368-1

30,270 北海道根室振興局長 草地改良 遺構・遺物なし

8月 5日 N-01-137カイカラ

コタン12竪穴群

川口79-2 27,921 北海道根室振興局長 草地改良 土器片1点

8月 5日 N-01-138カイカラ

コタン13竪穴群

川口79-2 11,025 北海道根室振興局長 草地改良 遺構・遺物なし

8月 5日 N-01-139カイカラ

コタン14竪穴群

川口79-2 27,510 北海道根室振興局長 草地改良 遺構・遺物なし

8月 5日 N-01-141カイカラ

コタン16竪穴群

川口79-2 11,815 北海道根室振興局長 草地改良 遺構・遺物なし

8月15～18

日、

11月1日

N-01-1トーサムポ

ロ湖周辺竪穴群

豊里41、81－1、

82－1温根元

18 北海道電力

ネットワーク（株）

電柱建替 土器片106点（縄文

早）

叩き石1点、礫17点、

砥石1点、石皿1点

黒曜石チップ1点、

貝、魚骨等273点

10月18〜19日 N-01-305

厚床１竪穴群

根室市厚床1丁目 784.2 釧路開発建設部 農業用水工事 遺構・遺物なし

工事立会
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令和４年度の受入資料

合計　3,870　点

昨年度も貴重な資料を多数お寄せ頂きました。記してお礼申し上げます。

受入番号 寄贈者 資料名 点数

1328 中沢　愛樹 中沢茂関係資料 3,594

1329 油谷　昭雄 油谷家具店の資料 47

1330 根室市役所会計課 小切手 ·手形用タイプライター 1

1331 田村　孟
花咲小学校創立 90 周年記念誌、私家版「石は」

（岡田太次朗、岡田ヨイの思い出）
2

1334 橋本　健 根室支庁管内図、根室市市街図 2

1335 渡辺　和典 古写真 20

1339 小谷　裕介 エトピリカ 1

1340 根室市図書館

旧市史編纂室資料、花咲小学校開校 110 周年記念

しおり、下敷き、校章メダル、高碕達之助顕彰碑

落成式写真帳

200

1341 市川　晃

三国通覧図説序（写本）、アイヌ英和辞典及アイヌ

語文典（J. バチェラー 1905）、カメラ（アメリカ

製 KODAK 社）

3



令和４年度のおもな普及事業

　　　　　★ 展示事業 ★

歴史と自然の資料館常設展示整備

　アイヌ文化資料展示造作整備

　アイヌ家屋復元模型製作

　オホーツク文化資料複製品製作

　　　

　　　★ 観察会・見学会等 ★　

「春の春国岱でビーチコーミング

干潟の生物を探してみよう」

　開催日　2022/5/3　

　開催場所  春国岱海岸

「虫眼鏡散歩　小さな春を探そう！」

　開催日  2022/5/7　

　開催場所   東梅自然学習林

「日本で落石岬だけに咲くサカイツツジ

を見に行こう」

　開催日　2023/5/21　

　開催場所  落石岬

「バスツアー　根室半島湿原巡り」

　開催日  2022/7/10　

　開催場所  市内

市民講演会

　「根釧地域の湿原と歯舞湿原の価値」

　開催日　2022/8/9

　講　師　北海道大学教授

　　　　　冨士田裕子　氏

　

　　　　★ 調査・研究等 ★

根室市内チャシ跡現況測量調査

アイヌ文化資料保存処理

環境モニタリング調査（カラフトルリシ

ジミ生息地・市内高層湿原）

　2023 年　9 月　印　刷 ・ 発　行

   編　集　　猪熊　樹人

　発　行　　根室市歴史と自然の資料館

　　　　　　〒 087-0032

　　　　　　北海道 根室市 花咲港 209

　　　　　　tel/fax：0153-25-3661

　　　　　★ 文化財普及 ★

日本遺産構成文化財サイン整備

　ヲンネモトチャシ跡、ノツカマフ 1・2

　号チャシ跡、金刀比羅神社展望台、

　明治公園、厚床フットパス入口、

　JR 厚床駅前

日本遺産普及事業（協議会事業）

　北海道根室まるごとフェア 2023 ブース

　　出店 2023/2/19-20　新宿西口広場

　日本遺産の日 in Japan 出店

　　2023/2/11-13　有楽町駅前広場

根室まるごとフェア 2023 日本遺産ブース


